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　学生時代から，ピアノ演奏とオーディオアンプの組み立てが好きとい
う「下手の横好き」が高じて，終生，音を研究対象とすることとなっ
た。1950年代には心理学の分野で音を研究対象とする人は少なかった。
60年から70年代にかけて心理学研究や心理学評論にラウドネスの実験
や騒音評価，あるいは音を発生させる装置の開発に関して論文を発表し
た。反応は限られていたが励ましを頂いた。音の研究に参画する後輩も
現れて共同実験や研究会をもつことができた。形は変えながらも今も共
同研究体制は続いている。桑野園子阪大名誉教授もその一人である。
　70年代の初めにラウドネスの係留効果に関する実験がPerception & 
Psychophysics誌に掲載されると海外から多くの抜刷りの請求が来て，
海外との交流が始まった。国際会議にも毎年のごとく招待され，交流の
幅も拡がった。80年にはドイツのオルデンブルク大学から招聘されて
2 ヵ月間滞在し，その後，相互に大学を訪問して騒音評価の国際比較を
中心とする共同研究を開始した。
　我々グループの主たる研究テーマは時間的に変動する音（非定常音）
のラウドネスに関する精神物理学的研究である。この場合，現実の環境
音を用いると刺激の物理条件が複雑で仮説通りの音刺激を用意すること
ができない。当初，電信用の穿孔テープを利用して，そこに刺激条件を
プログラミングし，望む変動条件で刺激を発生できる装置を自作した。
パソコンなどない時代に，音圧レベルに関しては，直交条件の刺激系列
を正確に発生することができたが，時間条件の精密な制御には限界が
あった。
　そこで，メーカーの助けを得て，設計思想はそのままで，種々の変数を
精密に制御可能な装置を実現し，独自の刺激条件で実験を行い，エネル
ギー平均値が種々の変動パターンの非定常音のラウドネスと良い対応関
係を示すことを明らかにした。この研究には日本音響学会の佐藤論文賞
が与えられた。その後，研究を重ね，国際標準（ISO）にも記載され，音
の計測メーカーの機器に組み込まれるようになった。そこには継続して
国際会議の席でエネルギー平均値の優位を主張した桑野氏の努力がある。
　2019年国際音響学会議の開会式で，桑野氏にその長年にわたる研究
功績によりドイツ音響学会よりヘルムホルツ・メダルが授与された。継
続した努力に対し「好きこそものの上手なれ」と評価されたものと喜ん
でいる。

「ヘタの横好き」から音響心理学へ
大阪大学 名誉教授／日本学士院会員
難波精一郎（なんば　せいいちろう）
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写真 1　『心理学実験写真帖』（1910, 弘道館）に第
九図として掲載されている色覚検査の様子

写真 3　同機器（登録番号 TH00035 島津製作所製）
の裏側

写真 2　東北大学に現存する色覚検査器の表側の拡
大写真「三つの小さな孔，わかりますか？」

古典的実験機器は
どのように使われていたか（1）

─色覚検査器の場合

法政大学文学部心理学科 教授

吉村浩一（よしむら　ひろかず）
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心理学ミュージアム

　古典的実験機器の中には，残されているものを見ているだけでは使い方がよくわからないものが多くあり
ます。本号から数回は，残されている機器類がどのように使われていたのか，あるいは実験装置セットの中
にどのように組み込まれていたのかを説明したいと思います。幸いなことに，明治時代に東京帝国大学の心
理学教室で行われていた実験の様子が，同教室編纂による『心理学実験写真帖』（1910, 弘道館）に数多く掲
載されているので，それらの写真を手がかりに説明していきます。
　第1回は，色覚の特性を検査する色覚検査器です。写真1が検査を行っている様子です。丸い大きな円板
の中に小窓が五つありますが，配置は等間隔でありません。実は，この面は装置の裏側で，検査を受ける人
が目を当てている面が表側です。表の面がどうなっているかは，現存している色覚検査器を見ればわかるは
ずですが，残念ながら東京大学にこの機器は残っていません。東京帝国大学で使われていた古典的機器類
は，関東大震災や太平洋戦争によりその多くが失われてしまいました。写真1に映っているものは海外から
の輸入品です。東京大学心理学教室に代々受け継がれている備品台帳に，この機器の購入記録が残っていま
す。明治39年（1906年）10月2日付けで，「色覚研究機械」とあります。
　幸い，同じタイプのものが東北大学に残っています。ただし，それは島津製作所が作成した模造品で，東
北大学の「昭和十年調　器械器具カード控簿」に「色盲検査器」として記載されています。また，島津製
作所の1926年のカタログ『心理学実験器械目録』にも，56番 ｢スクリプチューア氏色覚検査器｣ の名称で
記載されています。東北大学に残るその機器の表側と裏側を，写真2と写真3に示しました。表側は細部ま
でわかるように一部分を拡大して載せました。よく見ると，時計の3時と9時，それに11時半あたりに合
計三つの1 〜 2mmほどの小さな孔が黒く見えます。11時半あたりの孔は白くてわかりにくいかもしれま
せん。日本心理学会のホームページ「心理学ミュージアム」「歴史館」の「古典的実験機器」のページで，
TH00035の機器を検索すると，これら三つ以外に，7時と8時あたりにも同じような孔があり，合計五つの
小孔のある写真が見つかります。裏側の面，すなわち写真3にも小窓が五つあります。保存の過程でずれて
しまったのでしょうか，角度が違っていますが，ずれを直すと，表側の五つの小孔とぴったり重なります。
裏面の五つの小窓のうち三つには色ガラスが残っていて，上が白，右下が赤，三つ並んだ左の真ん中には緑
の透過ガラスがはまっています。黒く見える残り二つの小窓にはめられていた色ガラスは紛失してしまって
います。
　以上のように，表と裏の2面は写真2と3で直接見ることができますが，この機器にはこれら外側の2面の
ほか，さらに2面の円板が，固定されている外側の2面に挟まれています。それらを回転させてさまざまな
色味を作るのです。回転可能な中間の2面には，それぞれ等間隔に10個の小窓があいていて，1面の小窓に
は濃さの違う10段階の灰色ガラスが，もう1面には色相の異なる色ガラスがはめられています。それらを一
番裏側の五つの窓の色ガラスと組み合わせて，表側の小孔から透かして見ることにより，10×10×5＝500
種の色光を見ることができます。
　この機器は，考案者の名を冠して，「スクリプチャー式色覚検査器」と呼ばれていますが，これには新旧
2方式があり，ここに示したのは新方式のものです。旧方式のものは2面構成で，表の面には明るさの違う
三つの灰色小窓が，裏面には色相の違う12の小窓があり，それらを組み合わせて3×12＝36種の色光を作
ることができたようです。
　「スクリプチャー式色覚検査器」を用いて色覚異常を検出する検査手続きが，大槻快尊（1911）の『実験
心理学』に紹介されています。中間の2面の円板の周囲には符号が付いていて，検査者は合わせているのが
どの小窓なのかを読み取ることができます。検査者は内部円板の組み合わせを変化させ，見える色の名前を
被検査者に報告させます。報告結果に基づいて，色覚異常の有無やタイプを調べることができました。もう
少し後（1916年）になれば，石原式の色神検査表が出版され，色覚異常の検査はずっと容易になるのですが，
ここで紹介した「色覚検査器」は，色覚異常の検査だけでなく，色の記憶や弁別力など，色覚に関するさま
ざまな心理実験に利用できたはずです。

日本心理学会のウェブページ  https://psychmuseum.jp/  もぜひご覧ください。
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特　集

　私たちは普段の生活で視覚に頼るところが大きいですが，様々な視

覚情報の中でも，他者とのコミュニケーションの際に最も重視される

のは言うまでもなく顔でしょう。私たちは言葉だけでなく，表情や顔

の向きなどからも様々な微妙な情報を読み取っています。また，顔色

をうかがう，顔を立てる，顔が売れる，あわせる顔がない，顔が広い，

顔に出る，何食わぬ顔，など，顔にまつわる慣用句も数多くあります。

このように私たちにとって普段からなじみの深い顔ですが，心理学の

分野でも，様々な観点から幅広く研究されています。顔に浮かべる表

情とその認識，顔の向きの変化による印象や認識の変化，主に顔に施

される装いである化粧についてその意義とその効果，そして，人間以

外の動物たちの表情や顔の認識についての研究も行われています。

　今回の特集では，「顔」について，異なる四つの観点から最新の研

究動向について寄稿いただきました。普段見慣れた「顔」ですが，心

理学というレンズを通じて色々な観点から見ると，また違った「顔」

が見えるのではないでしょうか。

 （漆原宏次）

顔



5

顔

はじめに
　「顔は心を映す鏡」といわれるように，私た
ちの顔にはさまざまな感情が映し出される。う
れしいとき，悲しいとき，いらいらしていると
き，私たちの顔は変化し表情があらわれる。そ
の表情から相手の感情を読み取ることもできる
し，表情によって自分の感情を相手に伝えるこ
ともできる。こう考えてみると，表情はなんと
も便利なコミュニケーション手段である。
　ただし表情は嘘をつくことができる。表情を
意図的に抑えることもできるし，本心とは裏腹
の表情を作り出すこともできる。そして，私た
ちはそうした能力が自分だけでなく他者にも備
わっていることを理解している一方で，表情の
やりとりにおいて心のつながりを感じたりす
る。ファーストフードの店員さんの笑顔が本心
かどうかはさておき，笑顔で接客されると嬉し
いものである。
　筆者は，こうした表情のとらえ方の複雑さに
興味を持ち，コミュニケーションにおける表情
の解読と表出の研究を行ってきた。なかでも，
相手の表情と一致した表情が自発的に生じる表
情同調という現象について，行動的・心理的ア
プローチによって，コミュニケーションにおけ
るその機能役割を明らかにする研究を中心に進
めている。さらに，表情模倣は，近年注目を浴
びている共感や他者理解という枠組みから，脳
科学的・神経科学的アプローチにより，その生
物学的基盤についても明らかになりつつある。
本稿では，これまでの表情同調に関する研究を

概観し，表情同調の機能的役割について示唆を
与える研究を紹介する。

表情同調とは
　笑っている人を見ると自然と顔がほころんだ
り，悲しんでいる人の顔を見ると自分も思わず
悲しい顔をしてしまう経験はないだろうか。こ
のような，他者の表情と一致した表情が非意図
的に生じる現象は，表情模倣（facial mimicry）
と呼ばれ，1980年代からDimbergらのグルー
プを中心に多くの実証研究が行われてきた。な
お，表情模倣という呼称について，近年では，
他者の表情の形態と「完全に一致した」表情
が表出されるというよりも，表情があらわす
感情を模倣しているという意味で，表情同調

（congruent facial expression）と表現されるこ
とがしばしばある。本稿でも，これ以降，表情
同調と統一することとする。
　表情同調の代表的な研究としては，表情筋電
図を用いた実験がある。表情を動画や写真で
呈示すると，喜び表情に対しては頬の筋活動
が，怒り表情に対しては眉の筋活動が認められ
ることが示されてきた（Dimberg et al., 2002; 
Fujimura et al., 2010）（図1）。画面上に映し出
された初対面の他人の表情を数秒見ただけで，
自分の表情が自然とつられるということは，コ
ミュニケーションの観点から考えると，ある意
味，驚きの事実である。こうした興味深い現象
については，上述のような日常場面で表情がつ
られる現象と心理的基盤を同じにすることを前

顔と顔のつながり
─コミュニケーションにおける表情同調

同志社大学心理学部 准教授
藤村友美（ふじむら　ともみ）

Profile─
2009年，同志社大学文学研究科心理学専攻博士後期課程修了。博士（心理学）。
科学技術振興機構ERATO岡ノ谷情動情報プロジェクト研究員，産業技術総合研究所主任研究員を経て，2020
年より現職。専門は感情心理学，精神生理学。著書は『心理学入門』（分担執筆，講談社サイエンティフィク），『感
情心理学ハンドブック』（分担執筆，北大路書房），『心理学実験』（分担執筆，遠見書房）など。
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た実験では，喜びや怒りといった表情を意図的
に表出すると，その感情に特徴的な身体的変化
が生じること（Ekman et al., 1983）や，にっ
こりほほえむような口の形を維持しながら漫画
を読むと，より面白く感じられるという報告が
ある（Bush et al., 1989）。これらの知見に基づ
くと，表情同調により生じた自分の表情の変化
によって，相手の感情と一致した感情が自分に
も経験される可能性はありそうである。
　この知見を踏まえて，Satoら（2013）は，表
情同調が感情経験を形成し，感情理解に寄与す
るという一連の心理的過程を示すモデルについ
て検証した。実験では，喜びと怒りの表情動画
を見ているときの頬の筋活動と眉の筋活動を計
測し，表情を見た時に「自分はどのような感情
を感じたか」（感情経験）と「その表情はどの
ような感情を感じているか」（感情認識）につい
て，快−不快と覚醒の程度について回答を求め
た。その結果，頬及び眉の筋活動は，快−不快
の感情経験を介し，感情認識に寄与するモデル
を見出している。つまり，悲しんでいる人の顔
を見て，自分も悲しそうな顔になることは，ネ
ガティブな感情を生起させ，他者の悲しい気持
ちの理解の助けになるということができる。
　さらに，表情同調が感情理解を促進する過
程は，神経科学的アプローチにおいて，ミラー
ニューロン・システムの一部として説明がなさ
れている。ミラーニューロンとは，他者がある
行為を実行するのを観察するとき，自分がその
行為を実行するとき，どちらにも共通して活動
するニューロンのことであり，ミラーニューロ
ン・システムは，自分の行為を通して他者の意
図を理解するための神経基盤であるといわれて
いる。Likowskiら（2012）は，表情同調がミラー
ニューロン・システムに支えられた表出行為で
あると仮定し，fMRIを用いて，他者の表情を観
察しているときに生じる表情筋活動と関連する
脳部位を調べた。その結果，ミラーニューロン・
システムの一部である下前頭回において，表情
同調とみられる表情筋活動と正の相関がみられ
た。さらに，この下前頭回を損傷すると表情か
らの感情認識が阻害されることも報告されてい

提に，その後も多くの知見が積まれてきた。こ
れらの知見から明らかになった表情同調の特徴
は主に二つである。一つは他者の感情理解を促
進する可能性があること，もう一つは他者との
友好関係によってダイナミックに変化すること
である。これらの知見に関する研究について，
以下に紹介していく。

表情同調は他者の感情の理解を促進する
　コミュニケーションの目的の一つとして，他
者の意図や感情を理解することが挙げられる。
相手が怒っているのか，はたまた悩んでいるの
か，その状態によって自身の次の行動が方向づ
けられる。このような他者の感情理解は，表情
同調によって促進されているという説がある。
この考えは歴史的に古く，表情同調によって他
者の感情と一致した感情が生起することで，他
者の感情状態の理解を促進すると考えられてき
た（Lipps, 1907）。例えば，悲しんでいる人の
顔を見て，自分も悲しい顔になると，おのずと
自分にも悲しい気持ちが湧き上がり，相手の悲
しみをより深く理解できるということである。
直感的にはありそうなことと思えるが，実際は
どうであろうか。
　まず，悲しい顔をすることによって本当に悲
しい気持ちが湧き上がるだろうか。これは，表
情を表出することで感情が生起するという顔面
フィードバック仮説（Tomkins, 1963）によっ
て説明できるかもしれない。この仮説を検証し

図 1　表情同調の概要。送り手の表情と一致した表
情筋活動が表情の受け手にみられる。表情筋に〇が
ついているのはおおよその電極の貼付場所（双極導
出のため 2 個）。
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顔

る（Shamay-Tsoory et al., 2009）。これらのこと
から，表情同調はミラーニューロン・システムに
よって，他者と同じ表情を表出することで，他
者の感情を自分事のように経験し，他者の感情
理解を促進しているといえるかもしれない。

表情同調は他者との友好関係によって変化 
する

　家族や友人など親しい人と会話をしていると
きは，話に共感して一緒に笑ったり，悲しんだ
り，怒ったりするなど，自然と皆同じ表情にな
り，同じ気持ちを共有していると感じることは
ないだろうか。実際，こうした人と人との友好
関係によって，表情同調はダイナミックに変化
する。例えば，二者間で協力課題を行っている
とき（Lanzetta & Englis, 1989）や，自分と同
じスポーツ好きな者（Bourgeois & Hess, 2008）
といった内集団に属する相手に対しては，表情
同調は増加する。他者と友好的な関係性にある
場合，表情同調が促進されるというのはごく自
然なことだろう。一方で，他者との友好関係を
決定づける要因は多くある。協力課題のように
即時的な関係性を構築するものもあれば，内集
団のように友好関係がゆるやかに形成されるも
のもある。筆者らは，他者との友好関係を形成
する要因の一つとして，信頼感に着目した。進
化の観点からも，他個体と関係性を結び社会集
団を形成する際，信頼できるか否かを見極める
ことは生存率に関わることから，信頼感は重要
な心理機構であるといえる。以下では，信頼感

が表情同調に与える影響について検討を行った
研究（Fujimura & Okanoya, 2016）について
紹介する。

信頼できない相手には表情同調は起きない
　他者への信頼感を実験的に操作できるものと
して，信頼ゲームというものがある。信頼ゲー
ムは，ペアの2名がそれぞれ投資者と分配者と
なり，疑似的に金銭のやり取りを行うもので，
行動経済学において人の意思決定過程を検討す
る課題として取り入れられてきた。ゲームの中
では，投資者が所有している金銭（実験ではポ
イント）を分配者に投資すると3倍になり，分
配者は3倍になったポイントを自分と投資者に
どのように山分けするかを決めることができる。
　FujimuraとOkanoya（2016）では，信頼ゲー
ムを用いて他者への信頼感を操作し，表情同調
におよぼす影響を検討した。実験の信頼ゲーム
では，参加者は必ず投資者に割り当てられ，4
名の架空の人物である分配者と信頼ゲームを
行った（図2）。4名の分配者のうち2名は，3
倍になったポイントをほぼ独占する不公平な分
配をする傾向をもち，残りの2名は，3倍になっ
たポイントをきちんと山分けする公平な分配を
する傾向をもつように，あらかじめ課題のプロ
グラムを組んだ。操作チェックでは，信頼ゲー
ムを行うことにより分配者に対する信頼感の増
減が認められ，信頼できる相手と信頼できない
相手を作り出すことに成功した。
　その後，信頼感の操作が完了した分配者4名

顔と顔のつながり

図 2　信頼ゲームにおいて相手が公平な分配をした流れ。実際は架空の相手の顔写真を呈示。Fujimura & 
Okanoya（2016）を改変。

2 4
6 3

3

何ポイント渡しますか？ ポイントが 3 倍になりました

相手
あなた

相手
あなた

ポイントが分けられました
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の，喜び，怒り，悲しみ表情を動画で呈示し，
実験参加者の表情変化を顔面筋電図によって計
測した。その結果，信頼できる相手の笑顔に対
しては，頬の筋活動が認められたが，信頼で
きない相手の笑顔に対しては頬の筋活動は生
じなかった。「信頼できない相手が笑っていて
も笑わない」ということだろう。笑顔に対する
表情同調は非常に頑健で，意図的に抑制しよう
としても抑制しきれないことが報告されている

（Dimberg et al., 2002）。こうしたことを考える
と，相手が信頼できないということは，表情の
やりとりによるコミュニケーションを遮断する
強力な要因といえるかもしれない。
　さらに，怒り顔に対しては全般に，ポジティ
ブな表出である頬の筋活動が抑制される傾向が
みられたが，信頼できない相手の怒り顔に対し
ては刺激呈示後3秒前後でベースラインに戻る
のに対し，信頼できる相手の怒り顔に対して
は抑制されたままだった。「信頼できる相手が
怒っているときは笑わないようにする」という
ことである。確かに，家族や友人が真剣に怒り
を表出しているときは，怒りが自分に向けられ
ているかどうかに関わらず，笑うべきではない
ことを，私たちはよく理解している。こうして
みてみると，他者との友好関係によって表情同
調が調整されるだけでなく，同調を超えた表情
のやりとりが巧妙に変容していることに気づ
く。そして，その表情のやりとりの結果が，さ
らなる社会的関係性の構築に影響しているのだ
ろう。信頼できない相手に笑い返さないこと
で，将来，不利益を被るかもしれない関係を断
つことができるともいえる。

さいごに
　私たちは相手のちょっとした表情の変化に
敏感である。特に親しい間柄になると，周辺
視（！）でも，表情の変化に気づき相手の心情
に思いを馳せる。そして相手の表情に非意図的
に同調したり同調しなかったりしながら，社会
的関係性を構築している。本稿では，コミュニ
ケーションにおける表情同調の役割として，他
者の感情理解の促進と他者との社会的関係の調

整に着目し，研究知見を紹介した。今後は，脳
科学的・神経科学的アプローチとの融合研究に
より，表情同調の生物学的意義についてさらに
知見が蓄積されることを願う。
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顔

　顔は，正面から見ると左右対称である。目や
耳は左右に並んで同じ高さにあり，鼻は顔の中
央にある。ただし，わずかに左右差がある。こ
のような左右差を知ってか知らずか，肖像画や
肖像写真には，左右どちらかを向けたものが多
い（真正面を向けたものが少ない）。典型的な
例として，図1にルーカス・クラナッハ（父）
による男性と女性の肖像画を載せた。どちらも
少し横顔を見せている。自己紹介欄にある筆者
の写真も同様だ。真正面から見た顔は，奥行き
情報に乏しく，平板に見える。まるで手配写真
のようになる。実際，運転免許やパスポートの
写真は，誰のものでもたいてい酷い。少し横を
向くだけで印象がよくなる。筆者の自己紹介欄
の写真と正面から撮った写真（図2c）を比べ
ると違いがよくわかるだろう。

　肖像画におけるポーズの左右差，つまり，右
頬を見せるか，左頬を見せるかについて，マク
マヌスとハンフリーがはじめて体系的な研究を
行った（McManus & Humphrey, 1973）。彼ら
は16 〜 20世紀に描かれた肖像画1,474枚を調
べた。その結果，女性の68パーセント，男性
の56パーセントが左頬を見せるポーズをとっ
ていた。テン・カテは17 〜 20世紀に描かれた
大学教授の肖像画を調べた（ten Cate, 2002）。
時代背景から全員が男性であった。750枚の肖
像画の75パーセントが右頬を見せていた。古
い絵ほどその傾向が強く，17世紀のものは9割
が右頬を見せていた。
　絵画だけでなく，写真についてもモデルの
ポーズに左右差がある。スマートフォンの普

左の顔と右の顔
─悪い奴は左頬で笑う

専修大学人間科学部 教授
大久保街亜（おおくぼ　まちあ）

Profile─
2002年，東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了。博士（心理学）。
日本学術振興会特別研究員，同海外特別研究員，専修大学文学部講師，准教授を経て，2014年より現職。専門
は認知心理学。著書は『伝えるための心理統計：効果量・信頼区間・検定力』（共著，勁草書房），『新版　認知
心理学：知のアーキテクチャを探る』（共著，有斐閣）など。

図 1　ルーカス・クラナッハ（父）による男性（左側）
と女性（右側）の肖像。男性は右頬を女性は左頬を
見せている。男性は無表情だが，女性はわずかなが
ら口元に笑みを浮かべている。どちらも 1522 年の作
品である。National Gallery of Art Open Accessより。

図 2　キメラ構成顔。a が左顔とその鏡映像（左−
左）、b が右顔とその鏡映像（右−右）で構成され
ている。c が元画像である。左−左のキメラ構成顔
で、感情が強く出ている。

b 右−右a左−左

c元画像
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頬を見せ，ポーズをとることが多かった。一
方，残りの半数の参加者は，感情を隠すよう
に求められ，「科学者らしく威厳があるポーズ
をとってください。冷静に感情を露わにしな
いでください」と教示された。すると，先ほ
どの条件とは逆に右頬を見せることが多かっ
た。上で紹介した肖像画の研究でも，女性は
微笑んで左頬を見せることが多く（McManus 
& Humphrey, 1973），多くが男性である科学者
は無表情で右頬を見せることが多かった（ten 
Cate, 2002）。図1のクラナッハによる肖像画
も，わずかであるが女性は微笑んでおり（口元
に注目しよう），男性は無表情である。これら
のパターンは表情の左右差による説明と一致す
る。
　リンデルやブルーノらの研究で示されたよ
うにSNSの写真でも左顔を見せることが多い。
これは多くの自撮り画像でモデルが笑顔を浮か
べていることを考えると表情の左右差から説明
できる。チャーチズらによる大学のホームペー
ジにある顔写真を5,829枚調べた研究も興味深
い（Churches et al., 2012）。この研究では，女
性教員は左頬を，男性教員は右頬を見せがちな
ことが示された。さらにこの傾向には，専攻に
よる交互作用があり，工学や数学の男性教員で
右頬傾向が，英文学や演劇の女性教員で左頬傾
向が強調された。冷静な科学者は感情を隠し，
感情を大切にする芸術の研究者はそれをむしろ
露わにすると解釈するなら，この結果は表情の
左右差と一致する。

勝利者の横顔
　ただし，写真や絵画のモデルは必ずしも感
情を露わにしているわけではない。図1のクラ
ナッハによる女性の肖像画を見て，感情豊かだ
と思う人はいないだろう。表情の役割を直接的
に調べるためには，感情が沸き立つ場面におけ
るポーズの左右差を調べることが望ましい。こ
の目的には，対戦型のスポーツが適している。
マツモトらは感情が沸き立つ場面での自然な表
情を検討するため，アテネオリンピックにお
ける柔道のメダリストに着目し表情を調べた

及によりInstagram，Facebook，Twitterなど
のSNSを通じ，インターネット上に顔写真を
手軽に公開できるようになった。いわゆる自撮
り写真，すなわち，スマートフォン等で自分自
身を撮った写真は，数えきれないほどインター
ネット上にアップロードされている。リンデル
は#selfie（つまり自撮り）のタグで写真をアッ
プロードしたInstagramユーザー男女100名ず
つ，計200名を対象とし，その自撮り写真につ
いて顔の向きを調べた。最新のものから10枚
を調べると顔の向きに一貫性があった（α = 
.72）。41パーセントのユーザーが左頬，31パー
セントが右頬，19パーセントが正面を向けが
ちで，8パーセントに特定の傾向がなかった

（Lindell, 2017）。Instagramにアップロードさ
れた顔写真において左頬を見せがちなことは，
世界各地で撮影された3,840枚の自撮り写真を
調べた研究でも確認された（Bruno, Bertamini, 
& Protti, 2015）。

なぜ顔の片側を向けるのか？：表情の左右差
　肖像画や写真において，左右どちらの頬をモ
デルが見せるかというポーズの左右差は，表情
の左右差から説明される。一般に，顔の左側で
右側よりも強く感情が表出される。図2に示し
たキメラ構成顔を見るとこれがよくわかる。左
側とその鏡映像で構成された図2aは，右側と
その鏡映像で構成された図2bより感情が強く
出る（笑って見える）。
　表情の左右差には，脳の左右差が関わってい
る。身体の右側は脳の左半球で，逆に左側は右
半球でコントロールされる。顔も同様だ。右半
球は感情の処理に優れるため，右半球がコント
ロールする顔の左側で感情が強く表出される。
　表情がポーズの左右差を生じさせるという仮
説を検証するため，ニコルズらは，感情を強く
表出するときと，隠すときのポーズの左右差
を比較した（Nicholls, Clode, Wood, & Wood, 
1999）。参加者の半数は感情豊かに表情を浮か
べポーズをとることが求められた。この条件で
は「家族のためにとびっきりの笑顔でポーズを
とってください」と教示された。すると左側の
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顔

（Matsumoto & Willingham, 2006）。柔道では
決勝戦の勝者が金メダル，敗者が銀メダルを受
け取る。つまり，金メダリストと銀メダリスト
では勝利と敗北という正反対の体験をする。4
年に1度のオリンピックで体験される感情は強
烈であろう。30歳以上の読者は，シドニーオ
リンピックの決勝戦で負けた篠原信一の悲痛な
表情を（そして好対照をなす勝者ドゥイエの笑
顔を）覚えているのではないだろうか。
　筆者は，マツモトらの研究を受け，柔道と同
じく対戦型格闘技であるブラジリアン柔術の大
会における表情とポーズの左右差を検討した

（Okubo, 2019）。五つの大会，460枚の写真が
分析対象となった。ちなみに自己紹介欄にある
筆者の写真はそのときに取られた一枚である。
　写真を検討したところ，金メダリストは，銀
メダリストより笑顔を浮かべることが多かっ
た。そして，金メダリストでは，笑顔でもそう
でなくとも左頬を向けてポーズをとるものが多
かったのに対し，笑顔を浮かべなかった銀メダ
リストでは左右差が消失した。勝利した金メダ
リストが喜びの感情を露わにしたいと感じるで
あろうし，敗北を経験した銀メダリストは，お
そらくその感情を隠したいであろう。勝利と敗
北のような強い感情を経験する場面で，勝者に
左頬を見せる左右差があり，敗者にそれが消失
したことは，表情がポーズの左右差を生じさせ
るという説明を支持している。

信頼ゲームにおけるポーズの左右差
　表情の役割は感情の単純な表出だけではな
い。他者に意図や要求を伝える社会的な役割も
ある。例えば，店員が客に向ける笑顔は，歓迎
の意図や接客準備ができていることを伝えるシ
グナルである。
　筆者らは，社会的なシグナルとして機能す
る表情に着目し，左右差の観点から検討した

（Okubo et al., 2017）。上で示した店員の例のよ
うに，笑顔は信頼感を伝えるシグナルになる。
実際，対面で金銭をやり取りするゲームを行う
と，笑顔を浮かべた相手は，そうでない相手に
比べ，多くの金額を獲得できる。言うなれば，

笑顔は信頼感をアップさせる（レビューとし
て，Todorov, 2017）。
　このような笑顔と信頼感の関係を，ズル賢
い人間は利用するのではないかと我々は考え
た。そこで，信頼ゲームという二人で金銭をや
りとりするゲームを使い，このアイデアを検討
した。このゲームでは，一方が先攻，もう一方
が後攻となる。先攻は相手を信頼するか，しな
いか選択する。信頼を選択すると，しないより
お互い少し多い利益を得る可能性がある。我々
の実験では信頼の選択をすれば，お互い650
円，しなければお互い500円が与えられた。な
お，先攻が信頼の選択をした場合，続きがあっ
た（しなかった場合は500円ずつ分け合って終
了）。後攻は，先攻の信頼に応えるか，それを
裏切ることができた。ここがポイントである。
後攻が信頼に応えると先攻，後攻とも700円を
受け取ることができた。それに対し，裏切る
と先攻は一切何も受け取れず，後攻が1000円
を総取りできることになっていた。つまり，後
攻での裏切り選択は，文字通り，相手の信頼に
対する裏切りなのである。このような対戦を異
なる相手と100回実施し，後攻での裏切りが多
い順に上位33パーセントを裏切り者，下位33
パーセントを正直者に分類した。
　なお，信頼ゲームは参加者を対面させず，コ
ンピュータスクリーンに顔写真を提示して行っ
た。参加者の写真はゲーム開始前に撮影した。
撮影にあたり，ルールを説明し「相手から信頼
をされると，たくさん利益が得られます。でき
るだけ信頼できる表情を浮かべてください」と
教示した。お金がかかっているので参加者は，
真剣に工夫して，信頼できる表情を作り，ポー
ズをとった。
　実験の結果，裏切り者の74パーセントが左
頬をカメラに向けポーズをとった。一方，正
直者では左右差はチャンスレベル（59パーセ
ント）であった（Okubo et al., 2017）。この顔
写真について，表情の感情価を-4（極めてネガ
ティブ），0（どちらでもない），+4（極めてポ
ジティブ）という9段階で別の参加者が評定し
た（Okubo et al., 2019）。その結果，全体的と

左の顔と右の顔
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して有意にポジティブな表情（つまり，笑顔）
を浮かべていると評定された（M = +1.68, SE 
= 0.15）。さらに，左頬を向けているほうが，
右頬よりもポジティブで，その傾向は裏切り者
で顕著だった。つまり，裏切り者は，笑顔の強
い左頬を巧みに使っていたことが示された。
　この顔写真がどれくらい信頼できるように 
見えるか，さらに別の参加者に7段階で評定し
た。左頬を見せている裏切り者では，右頬を見
せる者よりも信頼できると評定された。しか
も，その値は，正直者とほとんど変わらなかっ
た。すなわり，裏切り者は，①笑顔が強く出る
左頬を巧みに使って，②正直者と同じくらい信
頼できるように見えるようにポーズをとってい
たことが明らかになった。言うなれば，悪い奴
ほど，よく，そして巧く笑っていた。もちろん

「巧く」とは左頬を見せることである。それに
より裏切り者は，自分の本性を隠し，信頼でき
るように振る舞ったのである。

むすび
　最初に述べたように，顔はおよそ左右対称だ
が，わずかな左右差がある。特に左側で表情が
強く出る。この左右差はコミュニケーションに
利用され，場合によっては悪用される。人間が
小さなシグナルを巧みに利用してコミュニケー
ションを行うことを示す好例だ。顔は，そして
その左右差は，コミュニケーションに多大な貢
献をしていると考えられる。
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　顔と化粧には深い結びつきがある。青年期
以降の女性を対象としたインターネット調査
は，84パーセントの人が化粧（メイクアップ）
を行っており，その平均時間は平均15.6分で
あることを報告している（ポーラ文化研究所，
2018）。化粧は，日常的な習慣であるが，時間
的にも経済的にも少なからぬコストを要する
行為でもある。なぜ人は生涯にわたって化粧を
し続けるのか。また，なぜ化粧（研究）の対象
は多くの場合女性とされるのだろうか。本稿で
は，心理学における化粧研究を概観した上で，
文化心理学の観点から顔に施す化粧が行為者に
与える心理的影響について述べ，最後に今後の
展望として化粧研究と顔をめぐる問題について
言及する。

顔に施す化粧の特徴
　「化粧」という言葉に対してあなたはどのよ
うなイメージを思い描くだろう。大学生に問
いかけると，「女の人のすること」や「メイク
アップ」，「口紅」という回答が返ってくること

が多い。「顔」と「化粧」もイメージとして強
く結びついており，「顔の化粧」という本稿の
タイトルに違和感を抱いた方もいるのではない
かと思われる。しかし，人が化粧を施すのは
顔だけではない。表1に示す化粧の分類を見れ
ば，化粧とは広義の意味を含む概念であり，顔
だけでなく全身がその対象であることがわかる
だろう。ここには，男性も日常的に行う行為が
含まれている。
　さて，顔に限定した場合には，化粧の種類は
スキンケアとメイクアップに大きく分けられ
る。スキンケアには，肌を健康に保つあるいは
健康に見せるはたらきがある。メイクアップに
は，欠点と感じるポイントを隠し，魅力的なポ
イントを強調するというように，顔の各要素

（形や配置）を操作して人格印象をつくり上げ
るはたらきがある（阿部，2019）。化粧のなか
でも顔に施す化粧が重視されるのは，表情認知
の研究やノンバーバルコミュニケーションの研
究からも広く知られているように，私たちが顔
を通して多くの情報を得たり伝えたりしようと

顔の化粧

関西大学文学部 准教授
木戸彩恵（きど　あやえ）

Profile─
2011年，京都大学大学院教育学研究科教育科学専攻博士後期課程研究指導認定
退学。博士（教育学）。立命館大学立命館グローバル・イノベーション研究機構専門研究員を経て現職。専門は
文化心理学。著書は『化粧を語る・化粧で語る：社会・文化的文脈と個人の関係性』（ナカニシヤ出版），『社会
と向き合う心理学』（共編著，新曜社），『文化心理学：理論・各論・方法論』（共編著，ちとせプレス）など。

表 1　化粧の分類

スキンケア 肌を健やかに美しくするお手入れ。洗顔フォーム，化粧水，乳液，マッサージクリーム，美容液などを用いる。「悪影響を
取り除く」「バランスを整える」「活力を与える」「環境から守る」の4機能からなる（資生堂スキンケア美容理論より）

ボディケア スキンケアのうち，特に首から下の部分に対するものを区別していう。ボディローション，サンスクリーンなどを用いる。

メーキャップ 着色などにより容貌を美しく変化させる技法。通常，顔に対して行う。首から下に対するボディメイクもあるが，ま
れである。ファンデーション，アイシャドウ，口紅などを用いる。

ヘアケア 髪に対するお手入れ。広義には頭皮のお手入れも含む。シャンプー，ヘアトニックなどを用いる。

ヘアメーク カットやセット，パーマ，染毛などによって髪の美観を増す技法。美容院で行ってもらうことが多いが，日常のセッ
トにはヘアムースやワックスなどを用いる。

フレグランス 香りによって印象を演出し，楽しむもの。

阿部（2002）『ストレスと化粧の社会生理心理学』35ページより。
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イズが大きいことを報告している。この研究の
結果をもとに，Jonesら（2015）は，人は化粧
の心理的な効果を高く見積もりすぎる傾向があ
ると指摘している。
　化粧をされた顔をディスプレイとして扱い他
者がそれを評価する場合には，Jonesら（2015）
の研究知見は適切であるかもしれない。しか
し，現在に至るまで世界中のいたる文化に化粧
行為が認められることには何らかの意味がある
はずである。Jonesら（2015）の研究を，むし
ろ化粧行為による外見の変容よりも心理変容こ
そが重要であり，化粧が極めて高い文化的な価
値をもつ行為であることを示唆する研究として
読み解くこともできるだろう。

社会・文化的視点からみる顔の化粧
　筆者は図1に示すように，自己・他者間の関
係性の間で生成されるナラティヴとして化粧を
とらえ，文化心理学を軸に広義の語りとして表
出される化粧行為のあり方について研究を行
なってきた。生物学的に与えられた人間の身体
は，身体のある部分を戦略的に変容させること
で，文化的身体（cultural body）となる。これ
により，人は自身の身体の文化的意味をつくり
出すし，その影響は自分以外にも及ぶことにな
る（Valsiner, 2019）。
　化粧のなかでも，特に顔の各要素を操作する
メイクアップは，これまでに研究されてきた通
り，他者との関係性をつくり出すために重要な
役割を果たすツールとして用いられる。化粧

（スキンケアとメイクアップの両方を含む）は，
自己の服装や髪型，あるいは他者に対する言動
など，他者が観察し得る自己の外見に注意を向
ける「公的自己意識」の高まる青年期前期（概

する傾向があるためだと考えられる。

化粧心理学の展開
　心理学においても化粧研究は1980年代以降
に数多く行われており，『心理学ワールド』第
15号（2001年）でも「化粧」をテーマに特集
が組まれたことがある。その後，研究が蓄積さ
れ，現在では心理学における化粧研究は「化粧
心理学」と呼ばれる一つの応用分野として位置
づけられている。
　化粧心理学の研究もまた，青年期以降の女性
が顔に施す化粧（スキンケアおよびメイクアッ
プ）を中心的な研究テーマとしてきた。1980
〜 2000年代は化粧研究の土台となる知見が積
み重ねられた時期といえ，主に対人関係や社会
的スキルを扱う社会心理学，錯視や顔の印象を
扱う知覚・認知心理学といった基礎的な領域
での研究が盛んに行われた。その後，2000 〜
2010年代にかけて応用的な研究が増え，スト
レスとの関係を扱う社会生理心理学や，高齢者
ケアやがん患者ケアといった具体的な臨床場面
での適応を扱う研究などが展開された。
　化粧心理学は，その多くが化粧を施した際の
対自・対他的な効果を検討するものであり，一
定程度の効果があることが実証されてきた。例
えば，スキンケアは対他的な印象として肌の健
康魅力が向上することが期待されるし，対自的
にはストレスの緩和につながる。メイクアップ
は対他的には美的魅力を向上させることが期待
され，対自的には対人関係の促進や社会的スキ
ルの獲得につながる。さらに，メイクアップの
手法として日本人には自然に顔の形態特徴を操
作するナチュラルメイクが好まれる傾向がある
ことなどが明らかにされてきた。
　これに対して，近年では統計手法の発展とと
もに，化粧研究の効果量に疑問を呈する研究
も現れ始めている。JonesとRobin（2015）は，
対他的な印象としてのメイクアップによる魅力
向上の効果量はわずか（𝜂 2 = 0.02）であり，こ
れに対して顔形態そのものの特徴による魅力
の効果量は𝜂 2 = 0.69（やや高い〜高い効果量）
と，メイクアップに比して35.5倍も効果量のサ 図 1　化粧行為をめぐるナラティヴ

〈場所（トポス）〉

〈自己〉

●他者に向かう行為

対話

ナラティヴ
としての
化粧行為

●他者からのフィードバック

（化粧行為の
当事者）

〈他者〉

（宛先と
なる人）
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ね13 〜 18歳頃）に開始され，その後老年期ま
で続けられる。青年期以降の成人女性を対象と
して行われた実態調査では，メイクアップは
84パーセント，スキンケアは92パーセントの
人が行なっていること，近年では化粧の開始時
期が少しずつ早まっていることなどが明らかに
なっている（ポーラ文化研究所，2018）。女性
を化粧へと向ける社会的な力はさまざまなレベ
ルで存在するが，特に社会参入と化粧行為には
強い結びつきがあるようである。例えば，就職
活動などでは「マナーとしてメイクアップをす
る」ことが就活ガイドブックなどで明示的に求
められているし，就活生を対象に関連するセミ
ナーが開かれることも少なくない。アルバイト
をする場合にすらメイクアップが暗に求められ
ることもある。
　こうした状況を鑑みると，女性にとってはメ
イクアップをした顔がディスプレイとして社会
的な顔とみなされているといってよいだろう。
特に横並び意識の強い日本の社会・文化的文脈
においては，社会的な顔をつくるという文化的
意味づけがある場合に女性がメイクアップをし
ないという選択はしづらいのではないかと考え
られる。化粧をするときに，人は鏡を見なが
ら，少し先の未来にいる自己をイメージする。
そして，過去の自己との対話を通して，現在の
自己に手を加え，少し先の未来にいるべき自己
の姿をつくり出す。一旦始めると社会的顔をつ
くり出すために化粧行為は続けざるを得ない状
況になり，しだいにそれが自分のライフ（生
活・人生）の一部に取り込まれていく。

ライフ（生活・人生）とともにある化粧
　ライフ（生活・人生）の一部として取り込ま
れた化粧行為に対する意味づけは年齢とともに
変容する（木戸，2012）。伊波（2004）が，化
粧の心理的効果には化粧行為自体の満足感がも
たらす効果も含まれると述べているように，化
粧行為には，単純に顔形態の特徴を変容させる
だけでなく，私たちの心理変容も実現させるは
たらきがある。
　筆者は化粧行為による心理変容こそが重要と

考えるが，その内容もまた，年代によって異な
る。20代では，化粧行為を「自分をよく見せ
るためのもの」とする回答が多く，特に顔の
形態特徴に意識が向けられている（株式会社
ドゥ・ハウス，2017）。筆者が20代から70代の
女性を対象に行なったインタビュー研究から
も，20代の女性はメイクアップにより美しく
可愛く見えるよう顔立ちを補正し，楽しくモチ
ベーションを上げることに意識が向いているこ
とが明らかになっている（木戸，2015）。これ
に対して，30代以上では，「最低限，人に不快
感を与えない程度にするための身だしなみ」と
して化粧が使用されている（株式会社ドゥ・ハ
ウス，2017）。こちらも，筆者の研究では，社
会的・常識的な品格ある女性的魅力をつくるた
めに，社会的に恥ずかしくない自分でいるこ
と，節度とマナーを守る化粧ということが特に
意識されていた。化粧をすることで安心感を得
たり，心が落ち着いたりすること，あるいは人
の目につかないような化粧をするというのも年
齢を重ねた女性が求める心理変容の特徴といえ
るだろう（木戸，2015）。ライフ（生活・人生）
とともにある化粧行為によってつくり出される
社会的な顔は，年齢を重ねるとともに自己の一
部として取り入れられ，その心理的な重要性も
増していくのだろう。
　一方で，何らかの理由があり化粧を続けられ
なくなることもある。そうした状況が表立って
問題となることは多くはないが，とりわけ年齢
を重ねた女性にとっては化粧行為を行うこと自
体が社会的な顔をつくるという意味で重要であ
ることを考慮に入れると，化粧行為ができなく
なることで心理的な問題が生じる可能性もみえ
てくる。高齢者介護施設や病院といったケアの
場面での化粧が臨床心理学的に意味をもつの
は，ケアの対象者や病者が社会的な顔を取り戻
すこと，それによって自分自身のかつてのあり
方をたとえ一時的だとしても取り戻すことがで
きるためと考えてよいだろう。こうした臨床的
な観点を応用し，被災地での化粧ケアも近年で
は積極的にとり組まれるようになってきた。

顔の化粧
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今後の化粧研究と顔
　化粧は化粧品という文化的道具を媒介として
可能になる行為である。道具が媒介する行為は
テクノロジーの進化とともに実現できることも
変わっていく。
　日本における化粧の転換期は1945年の太
平洋戦争の敗戦がきっかけとなり，その後
20年ほどで急速に欧米化したとされる（山
村，2016）。紅花からつくられていた口紅はス
ティック型の口紅へ，おしろいはファンデー
ションへと変化した。化粧品の簡便化は，化粧
品市場を拡大しただけでなく，女性の化粧との
関わり方，ひいては女性の社会的な顔のあり方
に変容をもたらした。
　現在，化粧に関わるテクノロジーは化粧品の
成分や製造技術にとどまらない。化粧の主な情
報源は雑誌や書籍のような静止画の媒体から
YouTubeなどの動画の媒体へと移り変わりつつ
ある。また，人工知能（AI）やバーチャルリア
リティ（VR）の技術を使って簡単に画像上で
化粧シミュレーションや顔の補正をすることが
できるようになった。そうして補正された顔を，
SNSなどを通して個人レベルで発信し，いまだ
かつてないほど簡単に自己を表現できる時代に
なった。顔の気に入らない部位はプチ整形で簡
単にかつ可逆的に形態を変容させることもでき
る。一般に普及していないものの，自動化粧機
も実用の段階にある。化粧に関連する技術の革
新は，化粧行為そのもののあり方を変えるだけ
でなく，人がどの顔を生きるかをより自由に選
べる時代をつくり出したと言ってもよいだろう。
　文化的存在としての私たちの顔をめぐる問題
は今後どのように展開されるだろうか。顔と化
粧の関連を考えたときに，理想の顔と現実の
顔，真の顔と偽りの顔というように，どの顔が
自己を代表する顔かという認識の問題や，人の
美意識の問題を挙げることができる。また，化
粧とジェンダーの問題も重要なテーマとなるだ
ろう。これまでに化粧心理学の研究対象とされ
ることが少なかった男性の化粧は身だしなみ意
識や美意識の高まりにつれてその意味づけが変
わりつつある。1990年代に無味無臭のボーダ

レス化されたあいまいな男性像が魅力的とされ
るようになり，2000年代にはメトロセクシャ
ルという都会的で身綺麗な男性が注目された

（石田，2005）。さらに2010年代になって，よ
り理想の自己像に現実を近づけるために男性も
化粧行為を以前と比べて積極的に取り入れるよ
うになりつつある。
　私たちの生きる世界の現実に合わせて，化粧
心理学の課題や化粧による支援のあり方も検討
される必要がある。今後は，心理学内部での化
粧研究の再考だけでなく，顔と化粧，そしてそ
れをとりまく種々のテクノロジーをめぐって，
ますます領域融合的な研究が求められることに
なるだろう。
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ヒトの「顔」の起源を探る
　私たちヒトにとって「顔」は特別な視覚刺激
であると考えられている（Leopold & Rhodes, 
2010）。「顔」は他の身体部位と比較して多様
な情報を含んでおり，性別や年齢だけではな
く感情や人種などを知ることができる。さら
に，顔の個人間の違いはわずかであるにもか
かわらず，素早く正確に個人を識別すること
ができる。また，顔の情報を処理するときに
パーツごとの違いに注目するのではなく，顔全
体として違いを検出する「全体処理（holistic 
processing）」と呼ばれる顔特異的な処理を
していることが報告されている（Leopold & 
Rhodes, 2010）。このような高度な処理を必要
とするヒトの顔認知（face recognition）はど
のように進化してきたのだろうか。顔認知の進
化について明らかにするためには，ヒト以外の
動物が「顔」をどのように知覚し，どのような
情報を獲得しているのかというアプローチが有
効である。本稿ではヒトと系統的には離れた分
類群であるサカナの「顔」に関する認知能力に
焦点を当てた研究について紹介する。

サカナの「顔」に含まれる情報
　水族館で優雅に泳ぐサカナたちの顔を
注意深く観察したことはあるだろうか。
よくよく見れば目の近くには模様があっ
たり，個体ごとに異なる顔を持っていた
りすることがわかるだろう。特にサンゴ
礁に生息するスズメダイやベラの仲間で

は色鮮やかな模様がある種が多い（Kohda et 
al., 2015）。そこでまずは私たちが顔の特徴で他
人を識別できるように，サカナたちが眼の近く
にある模様で他個体を識別しているのかについ
て調べた。
　アフリカにはタンガニイカ湖という九州
ほどの大きさの湖があり，シクリッドと呼
ばれるカワスズメ科に属するサカナたちが
生活している。このシクリッドの一種である
Neolamplorogus pulcherというサカナ（図1a） 
は眼の近くにオレンジや茶色，黒色や青色で構 
成された複雑な模様をもち，その模様は個体
ごとに異なることがわかっている。そこでこ 
のサカナの写真を撮影し，「知っている個体」， 

「知っている個体の顔＋知らない個体の身体」，
「知らない個体」，「知らない個体の顔＋知って 
いる個体の身体」という四つのモデルを作成
し（図2a），それらのモデルに対する反応を調 
べた。すると，「身体」が知っている個体のも
のかどうかにかかわらず，「知らない個体の顔」
に対する警戒時間が長いことがわかった（図
2b; Kohda et al., 2015）。この結果はN. pulcher

ヒトの「顔」とサカナの「顔」

日本学術振興会 特別研究員PD
堀田　崇（ほった　たかし）

Profile─
大阪市立大学大学院理学研究科生物地球系専攻で学位（理学）取得。日本学術振興
会特別研究員 PDとして，大阪市立大学動物機能生態学研究室を経て，現在は京都大学心理学研究室に在籍。専門
は動物行動学，動物心理学。論文は「魚類を対象とした比較認知科学研究の可能性」（動物心理学研究），The use 
of multiple sources of social information in contest behavior（共著，Frontiers in Ecology and Evolution）など。

図 1　顔で他個体を識別していることが明らかにされたサカ
ナ。（a）Neolamprologus pulcher（Kohda et al., 2015） （b）ディ
スカス（Symphysopdon aequifasciatus；Satoh et al., 2016） 

（c）Julidochromis transcriptus（Hotta et al., 2018）。
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et al., 2017）。このように，まるでヒトの表情
のように顔色を変化させることで刻々と変わる
内部状態を伝えているのである。

サカナは「顔」をどのように知覚する？
　近年のサカナの「顔」に関する研究は，顔
からどのような情報を得ているのかについて
調べたものが多い。一方で，サカナたちが顔
をどのように知覚しているのかという知見
も，「顔認知」を理解するうえでは重要であ
る。Kawasakaら（2019）は，サカナたちが他
個体の「顔」をヒトと同様に全体処理してい
るのか，それともパーツごとに部分処理してい
るのかを明らかにするために，倒立効果（face 
inversion effect）について調べた。倒立効果と
は，顔が上下逆さまにして呈示されるとその認
識や識別が難しくなるという現象である。倒立
効果が生じるということは，顔を知覚するとき
に個々のパーツとしてではなく顔全体として
認識していることの証拠であると考えられてお
り，霊長類やヒツジなどの哺乳類で報告されて
いる（Leopold & Rhodes, 2010）。そこで先ほ
ど紹介したN. pulcherに同種2個体の頭部の写
真を正立像または倒立像として呈示した。その
結果，倒立像で呈示されたときは2個体の写真
を識別することができないことがわかった。こ
のような現象は他の物体に対しては観察され
なかったことから，N. pulcherがヒトと同様に

が眼の近くにある模様で他個体を識別してい
ることを示す。さらにこの識別が0.5秒以内に
できるということも明らかになった。同様の結
果は熱帯魚であるディスカス（Symphysopdon 
aequifasciatus；図1b）やタンガニイカ湖に住む
他のシクリッド（Julidochromis transcriptus；
図1c）でも報告されている（Satoh et al., 2016; 
Hotta et al, 2018）。これらの種はN. pulcherと
は異なり，全身に模様があるにも関わらず顔の
模様で個体識別をしているのである。また，一
見して顔に目立った模様の見られないメダカ
でも顔（身体の前側の部分）で個体を識別で
きることがわかっている（Wang & Takeuchi, 
2017）。
　サカナたちの「顔」には個体を識別するため
の情報だけではなく，他にもいろいろな情報を
伝えていることが明らかとなっている。サン
ゴ礁に棲むネッタイスズメダイ（Pomacentrus 
amboinensis）とニセネッタイスズメダイ（P. 
moluccensis）はヒトから見ると外見がとても
よく似ている。しかし紫外線を当てると「顔」
に 複 雑 な 模 様 が 浮 か び 上 が る。Siebeckら

（2010）は，実験の結果，この模様が種の認識
に用いられていることを明らかにした。さらに
サカナたちは，模様によって種を認識している
だけではなく，色の濃淡を変えることで闘争に
対するモチベーションや自身の順位をも他個体
に伝えていることも報告されている（Balzarini 

図 2 N. pulcher を対象とした実験の概要（Kohda et al., 2015）。知っている個体と知らない個体の顔と身体
の組み合わせから 4 種類のモデル（a）を作成し，実験個体に呈示した。その結果，身体が知っているかど
うかにかかわらず，知っている顔に対する警戒時間は知らない個体に対する警戒時間よりも短かった（b）。
Kohda et al.（2015）を一部改変。
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顔特異的な知覚をしていることが示唆された
（Kawasaka et al., 2019）。「顔」を個々のパー
ツではなく，全体として処理をすることは，よ
り瞬時に多様な情報を獲得することを可能にし
ているだろう。また顔を他の物体から検出しや
すくしているとも考えられる。実際ヒトは三つ
の点があれば一見してその模様が顔のように見
えてしまい，そこに注意が向いてしまう（シ
ミュラクラ現象, Leopold & Rhodes 2010）。
　ヒトやチンパンジーでは，様々な動物（哺乳
類）の写真を呈示したときに，まず顔を注視
することがわかっている（Kano & Tomonaga, 
2009）。このような顔に対する選択的な注意は
サカナにもみられるのだろうか。そこで私は，
N. pulcherに同種他個体と全身写真を呈示し，
どこの部分（顔・胴体・尾）をはじめに注視す
るのかを調べた。すると彼らはまず顔に対し
て注意を向けることがわかった（Hotta et al., 
2019）。しかしN. pulcherは眼の近くの部位に
しか目立った模様がない（図1a）ため，模様
の顕著性によって注意を向けているだけかも
しれないという可能性が残る。そこで眼の周
辺のみならず全身にストライプ模様があるJ. 
transcriptusの全身写真（図1c）を提示したと
ころ，同種のときと同様に顔に注意を向けるこ
とがわかった。このような効果は楕円などの物
理的図形に起こらなかった。これらの結果か
ら，ヒトやチンパンジーと同様にN. pulcherは
まず顔に注意を向けるということが明らかに
なった（Hotta et al., 2019）。

サカナの「顔」から顔認知の起源を探る
　これまで脊椎動物における顔認知の進化
についてはあまり議論されてこなかったが，
LeopoldとRhodes（2010）ではヒトから無脊椎
動物までの顔認知研究についてレビューした
論文で1つの仮説を提唱している。その仮説と
は，脊椎動物が誕生したころに眼や口が捕食者
や種の認識にとって重要な刺激であり，その後
それらを含む部位を「顔」として認識しはじめ
たというものである。実際，海水魚であるデバ
スズメダイ（Chromis caeruleus）は捕食者か

どうかを「眼の大きさや口の形」で判断してい
ることが明らかとなっている（Karplus et al., 
1982）。しかしこれまで紹介してきた研究は，
サカナたちもヒトや類人猿と同様に「顔」を検
出，知覚し，様々な情報を獲得していることを
示唆しているため，その進化について再考する
必要があるだろう。
　近年の研究から哺乳類のみならずサカナも顔
から個体情報をはじめとする様々な情報を得て
いるということが明らかになったが，それでは
そのような顔認知の進化についてはどのように
考えればよいだろうか。言い換えれば，サカ
ナと哺乳類の共通祖先に同等の顔認知能力が
あったと言えるのだろうか，ということであ
る。この問いに対してはっきりと答えをだすこ
とは現状得られている限られた知見だけではむ
ずかしいが，より詳細に哺乳類とサカナの顔を
比べてみるとその糸口は見つけられるかもしれ
ない。特に個体識別に関する情報について考
えてみると，実は哺乳類とサカナの間には相
違点がある。哺乳類はパーツごとのわずかな違
いやパーツ間の距離や配置をもとに個体を識別
している（Leopold & Rhodes, 2010）が，サカ
ナたちは「模様」を使って個体を識別している

（Kohda et al., 2015; Satoh et al., 2016; Hotta et 
al., 2018）。
　もし「模様」を使うのであればそれが「顔」
である必要はないように思われる。Satohら

（2016）は，サカナたちの個体識別の情報とし
て顔にある模様が使われるようになった理由に
ついて3つの仮説を提唱している。一つ目の仮
説は，サカナどうしが出会ったときに一般的に
頭部が向かい合うhead-to-headの姿勢をとるか
らであるというものである（"Encountering"仮
説）。しかしディスカスは正面顔ではなく横顔
でのみ他個体を識別しているということから
この仮説は支持されないだろう（Satoh et al., 
2016）。二つ目の仮説は，重要な社会的シグナ
ルはヒレなど損傷しやすい部位ではなく身体の
中心部にあるというものである（"Main-body"
仮説）。ただ必ずしもそれが顔である必要はな
く，また全身に模様のある種でも「顔」で個体

ヒトの「顔」とサカナの「顔」
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識別のシグナルとなっているということから，
この仮説も考えにくい（Hotta et al., 2018）。む
しろ身体の模様は性淘汰によるもの，もしく
は隠蔽のためのものであると考えられている

（Satoh et al., 2016; Hotta et al., 2018）。最後の
仮説は，サカナにとって「まず顔（特に眼）を
注視する」傾向があり，その副産物として眼の
周囲に重要な社会シグナルが集まったというも
のである（“Face-specific（gazing-eye）”仮説）。
先述の通り，N. pulcherは他個体の写真を呈示
されたときにまず顔を注視することがわかっ
ている（Hotta et al., 2019）。つまりLeopoldと
Rhodes（2010）で提唱されたように，脊椎動
物が誕生したときには，顔（特に眼や口などの
パーツ）はすでに種認識や捕食者検知のために
重要なシグナルとして用いられていた。そのた
めに他個体と出会ったときにまずは顔を注視す
るようになり，重要な社会シグナルが顔に多く
含まれるようになったという仮説である。サカ
ナの顔認知研究はまだまだはじまったばかりで
十分な知見がないため，これ以上これらの仮説
について考察することはできない。しかし，全
身に模様のない種での検討や，サカナにおける
顔を呈示した時にどのような神経回路や脳部位
が反応しているのかを調べることにより顔認知
の進化について検証することができるだろう。

おわりに
　本稿ではサカナの顔認知に関する研究を紹介
した。一見無表情に見えるサカナの顔にも多く
の情報が含まれており，それらの複雑な情報を
巧みに読み取っていることがわかってきた。と
きには私たちのように表情を変えてコミュニ
ケーションをとっているのかもしれない。サ
カナは地球上の様々な環境に適応しており，そ
の社会性も多様であるということから，脊椎動
物における顔認知の進化にどのような社会要因

（e.g., 群れで生活するような高い社会性）が影
響しているのかについて検証するにはとてもい
い分類群であろう。サカナの顔認知研究は近年
注目されはじめたばかりであり，今後どのよう
な成果が報告されていくのかとても楽しみであ

る。ぜひ水族館に足を運んだときには，優雅に
泳ぐサカナたちの顔をゆっくりと眺めてみては
いかがだろうか。
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象）を「障害物知覚の物理的要
因（physical factors of obstacle 
perception）」 と 呼 ぶ。 こ れ に
よってもたらされる音場の印象の
変化（音像や音色の変化などの
心理現象）を「障害物知覚の心
理 的 要 因（psychological factors 
of obstacle perception）」と呼ぶ。
障害物知覚の能力は，「物体の存
在」と「心理的要因＝音場の印象
の変化」との対応関係を学習する
ことにより獲得される。両者の対
応関係を知っていれば，音場の印
象の変化から，その原因となる物
体の存在や，位置などを連想でき
る。この学習を行わせることが，
視覚障害者の障害物知覚訓練の最
初の目的である。

障害物知覚訓練システム
　視覚障害教育・リハビリテー
ションにおける従来の障害物知覚
訓練は，実環境中での経験的学習
に依存していた。例えば，訓練士
が訓練生の顔に板を近づけ，また
は訓練生を壁に近づかせるなどし
て，物体の存在による音の変化を
経験的に聞き取らせて学習させて
いた。しかしこの方法は，実環境
中の様々な妨害要因により初心者
には音の変化が聞き取りにくく，
また学習に時間がかかるという困
難を抱えていた。
　筆者は，このような現状を踏ま
え，実環境ではなく，音響技術を
用いて障害物が存在する場合の音
場を人工的に再現することにより

夜間の停電で真っ暗になった室内を歩くのは非常に困難です。そんなときでも，はね返る音や遮ぎ
られる音だけを使って，障害物を知覚することができます。この知覚は訓練によって高めることが
できます。今回の小特集では，この仕組みに注目しました。（あ，注耳？）� （河原純一郎）

エコーロケーション

はじめに
　障害物知覚（obstacle perception 
／ obstacle sense） は，「 音 を 発
しない物体（壁や柱など）の存在
を聴覚によって知覚し定位する能
力」と定義づけることができる。
物体は，たとえ自分では音を発し
なくても，環境音のある空間の中
に存在すれば，音の伝わり方を変
化させる。この変化を聴覚によっ
て捕えることにより物体を検出す
る能力が障害物知覚である。
　障害物知覚は視覚障害者の重要
な環境認知能力の一つであり，視
覚障害教育・リハビリテーション
においては重要な訓練項目の一つ
である。
　障害物知覚には，大きく分け
て，環境音を用いる場合と，自発
音（足音や白杖の音）を用いる
場合がある。環境音を用いる場合
は，近距離に存在する物体を検出
する際に用いられる。環境音の反
射や遮音が手がかりとなる。自発
音を用いる場合は，離れた位置に
ある大きな障壁や建物の検出に用
いられる。自発音の反射が手がか
りとなる。
　物体の存在によって起こる音場
の変化（反射や遮音などの物理現

小特集

障害物知覚訓練システムの開発

国立研究開発法人産業技術総合研究所 上級主任研究員
関　喜一（せき　よしかず）
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著書は『生存と自己表現のための知覚』（分担執筆，協同医書出版社）など。

図 1　障害物知覚訓練システム

（a）反射音を作る
デジタルディレイ （b）16個のスピーカアレイ
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障害物知覚の訓練を効率的に行
うシステムを1998年に開発した

（関，1998）。
　システムは，壁などの障害物か
らの反射音を人工的に再現するも
のであり，8台のデジタルディレ
イ（音の信号を遅延させて反射音
を作る装置）と，16台のスピー
カより構成されていた（図1）。
16台のスピーカのうち8台から直
接音，残り8台から反射音を提示
して，あたかも障害物がそこに存
在するかのような音場を作り出す
ことができた。
　本システムは，産業技術総合研
究所つくば中央第6事業所（茨城
県つくば市）の無響室内に設置し
たが，一般の視覚障害教育・リハ
ビリテーションの現場（盲学校な
ど）に導入するには巨大で，かつ
高額なことから，実用には供しな
かった。そこで，現場での導入性
を考え，2 〜 4台のスピーカで構
成される簡易版を同年に開発した。
この簡易版は現在，国立障害者リ
ハビリテーションセンター学院視
覚障害学科（埼玉県所沢市）にお
いて，視覚障害生活訓練専門職員
養成の教材として用いられている。
　さらに，視覚障害教育・リハ
ビリテーションの現場での導入
性をさらに考慮し，2001年に障
害物知覚訓練用の音響データを
収録したオーディオCDを作成し
た。CDという形態を採用する利
点は，①ハードウェアではないた
め，導入の際に現場の経済的負担
がなく，②持ち運びに便利で訪問
訓練にも対応できることである

（関・伊藤，2001）。
聴覚空間認知訓練システム

　筆者はさらに2003年より，国
立障害者リハビリテーションセン
ターと共同で，障害物知覚だけ
ではなく，音を発している物体
の存在を知る「音源定位（sound 

localization）」の訓練も含めた総
合的な聴覚空間認知訓練システ
ムの開発を開始した。これには，

「3次元音響（3D sound）」と呼ば
れる音のバーチャルリアリティ

（VR）技術を導入した。そして，
2005年に世界に先駆けて最初の
訓練システムを完成させた。実証
実験により，音のVRを用いたこ
のシステムには，歩行訓練時のス
トレス軽減効果や，訓練生が本来
の歩行経路から外れて歩いてしま
う現象の軽減効果があることも明
らかにした（Seki & Sato, 2011）。
　続いて2008年より，東北大学
などと共同で，訓練システムの小
型化，低コスト化を実現する研究
を進めた。3次元音響は，従来は
高価な専用半導体素子を用いてい
たが，これを普通のパソコンとソ
フトウエア処理だけで実現させ
た。VRに必要な頭部位置計測に
ついては，高価格・高精度の位置
センサの代わりに，低精度の位置
センサを内蔵した低価格のゲーム
コントローラを用い，ソフトウエ
ア処理によって測位精度を向上さ
せた。この改良研究により，訓練
システムを，特殊な装置を用いな
いパソコンのアプリとして実現
し，経済的負担なしに導入できる
ようにした（図2）。
　開発した訓練システムのソフト
ウエアは，2010年にβ版，2013

年に正式版を公開し，視覚障害関
係団体に無償提供している。正
式版公開後も改良研究を継続し，
2020年1月現在までに5回のアッ
プデータを公開し，提供実績は国
内外100件に達している。今後も
利用者からのフィードバックをも
とに，改良研究を継続してアップ
データを公開する予定である。

おわりに
　音響技術を使った視覚障害者の
障害物知覚訓練システムは，効率
的な訓練を実現することができる。
視覚障害教育・リハビリテーショ
ンにおいて，従来の経験的訓練と
併用すれば効果的である。今後さ
らなる導入を進めていきたい。
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図 2　聴覚空間認知訓練システム

（a）システムの構成 （b）訓練生装着時の様子
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ば，Freigang et al., 2015）。両耳
間の時間情報の処理機能が減退す
るため，左右方向の音の定位精度
が低下する。特に，前方よりも側
方にある音源に対して精度が低下
し，判断のばらつきが大きくな
る。ただし，方向判断の際に頭部
の動きを許すと（方向知覚の実験
では，通常，聴取者の頭部は固定
して行う），高齢者でも若齢者と
同程度の定位能力を示すという報
告（Otte et al., 2013）もある。
　また，年齢の増加に伴って，高
い周波数領域から次第に聴力が低
下していく（ISO 7029）。これに
よって，両耳間強度差の情報とス

強 度 差 が 生 じ る
が，200Hzではそ
の差はほぼゼロで
あ る（Feddersen 
et al., 1957）。
　 こ れ ら の 両 耳
間 差 が 無 い， 左
右 の 耳 か ら 等 距
離 に あ る 音 源 か
ら の 音 で あ っ て
も，スペクトルの
違いが手がかりと
なる。音は，耳介
で反射したり遮蔽
されたりすること
で，到来方向に応
じてそのスペクト
ルが複雑に変化す
る。前後・上下の
音の方向が分かったり，片耳で聴
いても分かったりするのは，この
スペクトル手がかりが利用できる
からである。その効果の程度は耳
介の大きさ・形状との関係で決ま
るため，波長が短い（周波数が高
い）音の方がスペクトルの変化
は顕著である。一般に，およそ5
〜 8kHz以上の周波数帯域でのス
ペクトル変化が有効な手がかりと
なっている（飯田・森本，2010）。

方向知覚の加齢変化
　高齢者を対象とした音の方向知
覚の実験によると，これら主な三
つの手がかりの利用には，いずれ
も加齢の影響が見られる（例え

音の方向知覚の手がかり
　音がどちらの方向から到来した
のか，人は音源そのものを見なく
ても，耳で聞いて判断することが
できる。このとき，両耳にそれぞ
れ入ってくる音の特徴が手がかり
となる。
　一つめの手がかりは，両耳に到
達する音の時間差（両耳間時間
差）である。例えば，右前方か
ら到来する音は右の耳に先に到
達し，わずかに遅れて左耳に到
達する（図1a）。1msにも満たな
い，このわずかな時間差（純音の
場合は位相差）を人は検出して，
音の左右方向を判断することがで
きる。ただし，この手がかりが有
効に働くのは，およそ1.5kHz以
下の周波数の音に限られる。これ
は，頭の大きさと音の波長との関
係，および聴神経の時間応答精度
の限界からくるものである。
　二つめの手がかりは，両耳に到
達する音の強度差（両耳間強度
差）である。同じく右前方から
来る音を例にとると，右耳には音
が直接到達するが，左耳は頭の

「陰」に入ってしまい，音はぐる
りと回り込んで（回折して）こな
ければ届かない（図1a）。音は周
波数が高いほど直進性が強く，回
折の程度が小さいため，周波数が
高い方が両耳間強度差は大きくな
る。例えば，真横から音が到来し
た場合，6kHzで約20dBの両耳間

音の方向知覚とその加齢変化
早稲田大学人間科学学術院 教授
倉片憲治（くらかた　けんじ）

Profile─
1994年，大阪大学大学院人間科学研究科博士課程修了。博士（人間科学）。国立研
究開発法人産業技術総合研究所総括研究主幹を経て，2017年より現職。専門は聴覚
心理学，加齢人間工学。著書は『バリアフリーと音』（共著，技報堂出版），『アクセ
シブルデザイン』（共著，エヌ・ティー・エス）など。

図 1　（a）音の方向知覚の二つの手がかり。この例
では，左耳には青矢印の経路分だけ右耳よりも音
が遅れて到達し（両耳間時間差），かつ，頭の「陰」

（青斜線部）に入るぶんだけ音が小さくなる（両耳
間強度差）。

（b）先行音効果による音源方向の知覚。反射音（黒
矢印）は「無視」されるため，直接音（赤矢印）の
到来方向に音源があると正しく判断できる。
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ペクトル手がかりを有効に利用し
にくくなる。その結果，左右方向
に加えて前後・上下方向でも，音
源定位の精度が低下し，判断の誤
りを犯しやすくなる。
　ところで，加齢とともに耳のサ
イズが大きくなることが，音の方
向知覚に何らかの影響を与えてい
るかもしれない。すなわち，大き
な耳介は集音能力が高く，聴力
の低下を補っている可能性があ
る。その効果を調べた研究（Otte 
et al., 2013）によると，耳の大き
さ（耳介の上端から下端まで）や
耳甲介（外耳道入口周辺のくぼ
み）の大きさは年齢とともに増加
し，子どもに比べて高齢者では
25パーセントほど大きい。方向
知覚に利用される手がかり（スペ
クトルのノッチ）はこれによって
低い周波数方向に移動するため，
その手がかりが有効である，音源
の上下方向の定位能力が向上する
という。ただし，加齢に伴う高域
の急激な聴力低下を補うほどの効
果は無いようである。
　以上をまとめると，方向知覚の
音響的手がかりと加齢変化の様子
は図2のように表現できよう。ま
ず，①高域の聴力低下によって，
高い周波数の音の方向定位能力が
大きく低下し，特に高域のスペク
トル変化が手がかりとなる前後・
上下方向の錯誤が生じやすくな

る。②耳介の大きさの増大に効果
があるとすれば，それはより低い
周波数におけるスペクトル手がか
りが利用しやすくなるように働
く。さらに，③両耳間時間差の処
理機能の低下によって，低い周波
数の音の方向定位能力が低下す
る。ただし，その影響の程度は測
定条件によって異なり，必ずしも
明確でない。

先行音効果とその加齢変化
　ある音源から発した音は，聴取
者の耳に直接届くほか，一部は壁
や床などで反射して時間的に遅れ
て届く。それら遅れて届く反射音

（後続音）は知覚上抑圧され，先に
届いた直接音（先行音）の方向に
音像が定位する現象は「先行音効
果」と呼ばれる。この効果によっ
て，音源が反射音の方向にあると
誤って判断することが防がれる。
例えば，聴取者の右前方に音源が
あり，そこから発した音が左の壁
で反射して届いても，壁からでは
なく右前方から音が発しているこ
とを正しく知覚できる（図1b）。
　先行音効果は，先行音と後続
音の時間差が約1 〜 30msの範囲
で生じる。若齢者では時間差が
0.5msまで小さくなっても音源方
向を正しく判断できるが，高齢
者では1ms未満になると判断の
誤 り が 増 え る（Cranford et al., 
1990）という。ここにも加齢変化

の影響を見てとることができる。
障害物知覚の加齢変化

　障害物による音の反射および遮
蔽の影響は，一般に高い周波数で
顕著に生じる。また，先行音効果
による音像の変化も，障害物の存
在を知覚する重要な手がかりと
なっている（関他，1994）。した
がって，高域の聴力が低下し，先
行音効果が生じにくくなっている
高齢者の耳では，障害物知覚も困
難であろうと想像される。
　障害物知覚の加齢変化を直接調
べた研究例は，残念ながら見あた
らない。ただ，筆者は知り合いの
ある全盲の高齢者が，「若い時に
比べて，音を頼りに歩行するのが
困難になってきた」と，ふと漏ら
したのを聞いたことがある。長年
に亘って獲得してきた障害物知覚
の能力と，その能力の発揮を妨げ
る加齢変化。どちらがどのように
勝るのか，興味深いところであ
る。
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大小を推測して回答してもらいま
した。
　その結果が図2です。縦軸は被
験者判断の正答率を示していま
す。縦方向に振ったことと，その
内容量が1割か9割かは良い一致
を示していました。一方，横方
向の場合は，内容量が9割の音の
正答率は約56パーセントでした。
縦方向ほど正答率が高くないの
は，横方向の9割と横方向の1割
の音を混同した人が多かったから
のようです。
　縦に茶筒を振った場合と横に茶
筒を振った場合ではどのような音
が出るのか，それを振幅包絡線で
示したのが図3です。
　縦方向に振ると振幅包絡の山

内容量により異なるでしょう。粒
胡椒と食卓塩では粒度が違うの
で，振ることによる音や振動も変
わってくることは想像に難くあり
ません（図1）。
　では，振ることにともなう音だ
けで，容器の振り方や内容量につ
いて推測できるのでしょうか。こ
れを試した実験を簡単に紹介しま
す。顆粒を入れた容器を2種類用
意しました。一つは茶筒の中に
顆粒が1割程度しか入っていない
容器，もう一つは顆粒が9割ほど
入っている容器です。これら顆粒
の量が異なる2種類の容器を振っ
て音を出しました。ただし，茶
筒の振り方は1秒間に1回という
周期で縦方向と横方向の2方向と
し，振っている最中の音を
録音しました。
　録音した音をランダムに
してから，大学生の聴取者
にこれら4種類の音を何回
か聞いてもらい，四択で容
器を振った方向と内容量の

　エコーロケーションと聞くと，
イルカやコウモリなど，超音波を
利用した動物種がすぐに思い浮か
ぶのではないでしょうか。実は，
我々も日常生活において，広義の
エコーロケーションによって周囲
や事物を知覚しています。
　例えば，おいしそうなスイカを
選ぶ時に，表面の色を見るだけで
なく，そっと叩くことがあるかと
思います。表面の色からは想像で
きないスイカの内部を推測するた
めに，軽く叩いてみるわけです。
叩いた時に発する打音とともに，
手からは振動が伝達されてきま
す。これらを元にして内部が見え
ないスイカの状態を推測しようと
します。
　同様に，内部が見えない容器を
振ってその内容物を知ろうとする
行為も日常的によく行うのではな
いでしょうか。例えば，茶葉の残
量がわからない茶筒を軽く振っ
て，茶葉がどのくらい入っている
か見当をつけようとします。類似
した容器が複数あった時は，それ
らの容器を振ってみて，入ってい
る調味料の種類，残量を推測する
などです。

筒を振った音から何がわかるか
　容器を振るという行為にとも
なって音が発せられます。同時に
音だけでなく容器を持っている手
を通じて振動も伝わってきます。
これら音や振動は内容物の種類，

日常的な音の利用
公立はこだて未来大学システム情報科学部 教授
伊藤精英（いとう　きよひで）

Profile─
筑波大学大学院心身障害学研究科博士課程修了。博士（教育学）。日本学術振興会
特別研究員を経て，公立はこだて未来大学システム情報科学部に着任。同大学助教
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図 1　容器を振る方向と内容物の動き

図 2　振った方向と内容量の平均正答率
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は一つですが，横方向に振った時
の音では大きな山の後に小さな振
幅包絡が付帯しています。二つ目
の振幅包絡の山の違いからは内容
量の大小を特定しにくかったので
しょう。しかし，実生活では振る
ことによる音とともに振動も探知
できます。日常生活では内容量の
大小を判断するために，おそらく

音に加えて身体を通じて感
受する振動をも利用してい
るのでしょう。
白杖を使って出す音の効用
　もう一つ，人のエコーロ
ケーションと言えば目の見
えない人が白杖を使って移
動することを外すことはで
きません。彼らは白杖の先
を路面に接触させて，いわ
ゆるタッピング音を発し，
それらが周囲から跳ね返っ
てくる音を聞いて，自ら出
した音と跳ね返ってきた音
との関係から周囲の様々な
状況を知覚します（図4）。
　タッピング音だけでどの
程度周囲の状況を正確に知
覚できるかを調べた実験を
紹介します。壁面に沿って
ダミーヘッドマイクロフォ
ンを移動させながら環境音
を二つの条件で録音しまし

た。第一の条件は白杖でタッピン
グ音を出しながら録音する条件

（白杖タッピング音付加条件），第
二の条件はタッピング音はなく
周囲の騒音のみが録音される条
件（環境騒音条件）をもうけまし
た。ダミーヘッドマイクロフォン
と壁との距離は0.3ｍ，0.9ｍ，1.5
ｍの3段階にしました。日常的に

白杖を使って歩いている目の見え
ない人に録音した音を聞いてもら
い，壁が切れたところを答えても
らいました。
　その結果が図5です。横軸は壁
からダミーヘッドマイクロフォン
までの距離，縦軸は実際の壁面の
切れ目と聴取者が判断した切れ目
の誤差です。タッピング音が付加
されている条件では壁面からの距
離に切れ目判断があまり影響され
ていませんが，タッピング音がな
い環境騒音のみの条件では壁面か
らダミーヘッドマイクロフォンが
遠くなると判断のずれが大きく
なっていくことがわかります。こ
のように，白杖タッピング音を
使ったエコーロケーションは音に
よる周囲の知覚において有用なこ
とがわかります。
「生活聴力」とは

　今回紹介した事例では，能動的
に音を発することで状況の変化に
柔軟に対応できるというエコーロ
ケーションのメリットは失われて
いるにもかかわらず，事物や周囲
について多くを知覚可能なことが
想像できるのではないでしょうか。
　このように，日常生活をおくる
うえで視覚に頼れない事物を知
覚する際に，人は自然と合理的
な動作を行い，それにより生起す
る音・振動を巧みに利用してい
るわけです。このような聴覚的技
能を私は「生活聴力」と命名して
研究を続けています。詳細は，伊
藤 2013， 伊 藤・ 木 村 2010，Ito 
& Takiyama 2015，佐々木 2020，
佐々木・伊藤 2010などを参照し
てください。
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佐々木正人 (2020). あらゆるところに
同時にいる：アフォーダンスの幾
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図 5　白杖タッピング音の有無と壁までの
距離における切れ目判断の関係
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図 3　振った方向の内容量の違いによる音の振幅包絡線
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小特集　エコーロケーション

幅変調や周波数変調を検出してい
ると考えられている（e.g., [7]）。
　図1Aは，野外のオープンス
ペースにおいて採餌飛行中のアブ
ラコウモリが放射したパルス [8]の
例を示している。FM音を用いる
コウモリであっても，獲物探索時
にはFM音の末端を長く，まるで
CF音のような帯域の狭いパルス
を放射していることがわかる（図
1A）。先述のようにCF音は遠方
の獲物の検出に適していることか
ら，アブラコウモリの探索時にみ
られる長いパルスからは，コウモ
リが遠方に注意を払って獲物を探
索していることが読み取れる。や
がてコウモリは，獲物を見つける
と，短い時間で急激に周波数が下
降するFM音へと徐々に変化させ
ながら，獲物に接近していく（図
1A）。FM成 分 を 強 調 す る こ と
で，最後の瞬間まで獲物を取り逃
がさないよう，獲物の位置を高精
度に把握しているのであろう。ま
たコウモリは，パルスの時間周波
数構造の他にも，音圧や放射時間

1A）はFM音を，森林内の洞窟に
生息するキクガシラコウモリ（図
1B）はCF-FM音を用いるコウモ
リに分類される。広帯域なFM音
は時間分解能が高く，獲物までの
距離や角度の計測に適している

（e.g., [3]）。また，FM音を用いる
ことで，周波数スペクトルの情報
も取得できるため，標的の詳細な
特徴を捉える際にも効果的である
と考えられている（e.g., [4]）。一
方CF音は，周波数が一定である
ため距離計測やスペクトル情報の
取得には適さないが，エネルギー
が狭帯域に集中する音声は遠方ま
で届き，獲物の検出に適している。
またCF-FM音を用いるコウモリ
は，CF音付近で感度が極めて高
い聴覚系を有しており（e.g., [5]），
エコーの周波数が感度の高い値で
一定するようにパルスの周波数を
調整するドップラーシフト補償行
動（e.g., [6]）を行うことで知られ
ている。これにより，コウモリは
飛翔昆虫のはばたきに応じてエ
コーのCF部分に生じる微小な振

コウモリのエコーロケーション
　エコーロケーションを行うイ
ルカやコウモリは，自ら超音波
を発し，周囲からの反響音（エ
コー）と聴き比べることで，視覚
の利かない暗闇でも周囲を「音で
見る」ことができる。特に，種数
が哺乳類全体の約5分の1を占め
るコウモリは，生態学的に極めて
多様な哺乳類のグループの一つと
も言える [1]。諸説あるもののコウ
モリは，進化の過程において，翼
を発達させることで空中での採餌

（餌となる獲物を探して捕まえる
こと）を可能にし，採餌飛行を夜
間に制限することで高速で飛行す
る天敵（鳥）から身を守ってきた
と考えられている [2]。視覚の利か
ない夜間に飛行しながらの採餌を
行う，つまり「生き抜くため」に
必要不可欠な能力としてエコーロ
ケーションは獲得されたと言える。
　コウモリは生息環境や捕食に適
した超音波をエコーロケーション
信号として用いる（e.g., [2]）。コ
ウモリのエコーロケーション音
声（以後パルス）は，①広い帯
域を持つ周波数変調（Frequency 
modulated：FM）音と，②周波数
が一定の周波数定常（Constant 
frequency：CF）音の前後に短い
FM音 が 付 い たCF-FM音 の2種
類に大別できる。例えば，市街地
でも見かけるアブラコウモリ（図

コウモリから学ぶエコーロケーション戦略
日本学術振興会 特別研究員PD
角谷美和（すみや　みわ）

Profile─
2018年，同志社大学生命医科学研
究科博士後期課程修了。博士（工
学）。同年より，国立研究開発法人
情報通信研究機構脳情報通信融
合研究センターに所属して現職。
専門は生物音響工学。

同志社大学生命医科学部 教授
飛龍志津子（ひりゅう　しづこ）

Profile─
1999年，日本アイ・ビー・エム株
式会社に入社。2006年，同志社
大学大学院工学研究科博士後期
課程修了。博士（工学）。JSTさ
きがけ研究員を経て2017年より現
職。専門は生物音響工学。

図 1　FM パルスを用いるア
ブラコウモリ (A) と CF-FM
パルスを用いるキクガシラ
コウモリ (B) の放射パルス
のスペクトログラム（横軸：
時間，縦軸：周波数）の例。
アブラコウモリは，CF 音に
似たパルスで獲物を探索し，
獲物に接近する際には FM
成分を強める。状況に応じ
て柔軟にパルスの音響特性
を変化させている。図は文
献 [8,10] より一部抜粋。



28

間隔などの様々なパラメータを，
飛行環境や目的に応じて柔軟に調
整しながら，エコーロケーション
を行っている（e.g., [9]）。
　パルスの放射方向はヒトで言う
視線，またパルスのビーム幅は視
野に相当する。コウモリはこれら
を飛行と協調的に制御すること
で，高度なナビゲーションを実
現している（e.g., [10]）。例えばア
ブラコウモリは，飛行方向以外の
方向にもパルスを向けながら飛行
し（図2A, B），そして時折，極め
て短い時間間隔で複数の獲物を連
続して捕食する（図2B）。音響的
視野と獲物の角度の関係を調べて
みると，2匹の獲物を長い時間間
隔で捕食する際には（図2A），目
先の獲物だけが音響的視野内に捉
えられているのに対して（図2C），
短い時間間隔で複数の獲物を連続
して捕食する際には（図2B），目
先の獲物だけではなく，同時にそ
の先の獲物も音響的視野内に捉え
ていることがわかる（図2D）[11]。
さらに数理モデリングによる分析
から，コウモリが複数の獲物に注
意を向けた飛行ルートを計画して
いることや，捕食成功率が高いルー
トを選択していることも明らかと
なった [12]。これらは，コウモリが
音響と飛行の選択的注意を協調的
に制御しながら効率の良い採餌を
実現している可能性を示唆してい
る。このように，エコーロケーショ
ン行動の計測や数学的アプローチ
により，コウモリが生き抜くために
洗練させたユニークで合理的なエ
コーロケーション戦略や，その裏
に隠された彼らの意思を読み解く
ことができると考えられる。

ヒトへの応用
　一方，視覚障害者の中には，自
身が発する舌打ち音を用いたエ
コーロケーションを日常的に行う
人々が存在する。彼らは，エコー

ロケーションを行うことで，旅行
中に街を散策することやマウンテ
ンバイクに乗ることなどもできる
と報告されている [13]。これまで
のヒューマンエコーロケーション
に関する先行研究では，主に物体
検知，距離弁別，方向定位，サ
イズ弁別等の能力を測る心理実
験（e.g., [14]）や，熟練者が持つエ
コーロケーション能力に関する神
経基盤を明らかにするための脳活
動計測（e.g., [13]）なども行われて
いる。そのような中で筆者らは，
コウモリの研究で得た知見を活か
すことで，ヒトのエコーロケー
ションの能力がどこまで拡張でき
るだろうかと考えた。またヒュー
マンエコーロケーションの研究に
よって，これまでの行動実験のみ
ではわからなかった「コウモリが
音でどのように世界を感じ取って
いるか」を真に理解できるかもし
れない。現在筆者らは，コウモリ
の実験に加え，ヒトを対象とした
音響心理実験を開始し，コウモリ
のように目的に合わせて適切にエ
コーロケーション信号をデザイン
することで，エコーロケーション
未経験者でも，エッジ形状やテク
スチャーなどを物体からのエコー
を聞くことで弁別できることが分
かってきた [15]。最新の情報技術
と組み合わせて，コウモリのユ

ニークな戦略を取り入れたエコー
ロケーションを提案していきたい
と考えている。音で感じる新たな
世界観を，視覚障害者のみならず
様々な人々にも提供できるように
なるかもしれない。
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図 2　(A, B) アブラコウモリが野外において 4 匹の獲物を連続して捕食した際の飛行ルート（黄
色，灰色線）とパルス放射方向（青矢印）の上面図と側面図。捕食 1-2，捕食 2-3-4 と 2 区間に
分けて図示。捕食 1-2 は長い時間間隔（5.4 秒）で，捕食 2-3，3-4 はそれぞれ短い時間間隔（1.1
秒）で捕食。短い時間間隔での連続捕食では，1 匹目を捕食する前にすでに先の獲物に向けて
パルスを放射している。(C, D) 各捕食区間 (A, B) における，パルス放射方向基準（0 度の青波線）
の獲物の角度の時間変化。水色のエリアは，パルスのビーム幅（音響的視野）。短い時間間隔で
獲物を連続して捕食する際には目先の獲物だけではなくその先の獲物まで音響的視野内に捕捉
されていた。図は文献 [11] より一部抜粋。
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諸国探訪諸国探訪
心理学史心理学史 デンマーク

立命館大学総合心理学部教授。デンマークの心理学と
言ってもアメリカやドイツのようにキャラがたっている感
じはしないのだが，たとえば図と地の反転で有名なルビ
ンはデンマークの心理学者である。19世紀においても科
学化とは別の心理学というものが存在した。それがよく
わかるのが，デンマークの心理学であると言われている。

サトウタツヤ

　第7回目はデンマーク。北欧に
位置する立憲君主制国家であり，
バルト海と北海に挟まれたユトラ
ンド半島およびその周辺の多くの
島々から成る国である（南はドイ
ツに接している）。いわゆる高福
祉高負担国家である。知育玩具
のレゴや陶磁器のロイヤルコペン
ハーゲンは誰でも知っているデン
マークの会社であろう。そして童
話作家・アンデルセンの母国であ
る。EU加盟国であるが，通貨は
独自のクローネを使用している。
　さて，心理学という学問は19世
紀の末に哲学から独立して科学化
した，というのは近代心理学史の
常識になっている。デンマークに
おいて，1918年までは哲学の中の
プログラムであった。ではその時
代までどのような哲学者たちが心
理学を担っていたのだろうか。
　 デ ン マ ークで は19世 紀 の 初
頭には心理学への関心が高まっ
ていた。その立役者はシバーン

（Sibbern, F. C. 教授職1813-1870）
である。彼は『人間精神論　心理
学試論』の第1巻を1819年に，第
2巻を1828年に出版した。『心理
学』（1843年），『心理学』（1856年）
と続く。彼は心理学者は詩人でな
ければならないと述べていた。そ
の初期の学生が実存主義の祖と言
われるキルケゴールである。キル
ケゴールについては既に本誌62号

「心理学史の複線経路」で触れて
いる。
　 そ し て， シ バ ー ン の 後 期 の
弟 子 に あ た る の が ヘ フ デ ィ ン
グ（Høff ding, H.）であり，彼は
師（シバーン）や兄弟子（キルケ

ゴール）の影響を受けながらも，
フランスの哲学者・コントの実証
主義にふれ，デンマークにおける
実証主義の先導者となり，近代心
理学をデンマークに導入した。こ
こで近代心理学とは，ドイツのヴ
ントが主導した「実験による感
覚・知覚の理解」を中心とする心
理学のことである。
　ヘフディングと共に近代心理学
を推進したのがレーマン（Lehman, 
A）である。彼は近代心理学の立
役者ドイツのヴントの元に留学し

（1985-86），帰国後はコペンハーゲ
ン大学で実験室を整備した。
　そしてコペンハーゲン大学で
レーマンの後任になったのがルビ
ン（Rubin, E.）である。彼は第
10回の国際心理学会をデンマー
クで開催した。その時は，彼のま
たいとこにあたり量子力学の確立
者である物理学者ボーアが，ビー
ルのカールスバーグ社において列
席した心理学者たちをもてなした
という逸話が残っている。

　デンマークの知識界を貫いてい
るのは「相補性」という概念で
ある。キルケゴール『あれか／
これか』，ルビンの盃と横顔（図
と地の反転）の図，ノーベル賞を
受賞したボーアのコペンハーゲン
解釈（量子力学）。これらはいず
れも，「対立のように見えるもの」
は「相補っている関係だ」という
ことを重視しているのである。

図　ルビンの壺（Rubin, 1915）
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Forlag.
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Edgar Rubin（1886-1951）
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　2019年8月26日，帝京科学大学千住キャン
パスにて「高校生のための心理学講座」が開催
されました。夏の暑いさなか，138名の受講者
にご参加いただき，非常に盛況で充実した講
座となりました。中でも高校1年生の参加が多
く，高校生が早い段階から心理学に興味をもっ
ていることがうかがわれました。前年度に引き
続き2回目の参加だという高校生が複数名いた
ことや，この夏一番楽しみにしていたイベント
だったという声があったことからも，この講座
に対する期待を感じました。
　5時限分の講義は10時20分〜 16時30分の長
時間に渡りましたが，受講者は最初から最後ま
で非常に熱心で，真剣なまなざしで配布資料に
書き込みをしていたのが印象的でした。講義は
いずれも初学者にも分かりやすくかつ濃密な内
容で，高校生の期待に十分に応えられたのでは
ないかと思います。以下に各講座の内容を簡単
に紹介いたします。

1 時限目：「臨床心理学」
（帝京科学大学・大須賀隆子先生）

　まず，臨床心理学は人の心に直接迫ろうと
し，心の働きをよりよくするために働きかける
学問であり，その意味では自己理解と他者理解
から始まる学問とも言えるという説明がありま
した。そして，心の働きをよりよくするための
方法として様々な心理療法を概説したうえで，
描画療法を始めとする表現療法によって心理的
問題の改善につながった様々な事例が紹介され
ました。特に，言葉以前の絵の世界（無意識）
と物語（意識）が統合される童話を作成するこ
とによって，思いがけない自己理解や他者理解

につながった事例の紹介は受講者の関心をひい
たようです。最後に表現療法の一つであるスク
イッグル法を受講者全員で体験しました。具体
的には，二人一組になり，一人が紙にぐるぐる
描きをし，もう一人が描かれたものは何かを考
え（投影し），その通りに描き足すということ
をしました。この体験は大変盛り上がり，受講
者も自分自身について考えるよいきっかけと
なったようです。

2 時限目：「生理心理学」
（自治医科大学・平井真洋先生）

　“社会と文化を創り上げる脳の仕組みとその
発達”という副題がつけられたこの講義は，

“コミュニケーション”，“身体”，“脳”，“発達”
をキーワードとしていました。「社会や文化は
なぜできたのか？」という問いに対し，特に，
相手の気持ちや考えを理解する脳の仕組みを
切り口にして概説がなされました。内容として
はかなり専門的でしたが，バイオロジカルモー
ションや他者視点取得などの様々な実験課題の
デモンストレーションが多く取り入れられてお
り，高校生は一つ一つ納得しながら講義を受け
ることができていたと思います。最新の脳科学
の知見が多く紹介され，刺激を受けた受講者も
多かったようです。午前中最後の講義だったの
ですが，お昼休みの間も質問をする高校生の列
が絶えず，受講者が私たちの心と脳の関係につ
いて強い興味を持ったことがうかがえました。

3 時限目：「動物心理学（比較認知科学）」
（上智大学・齋藤慈子先生）

　まずは初めに，なぜ動物の心を調べるのかと
いう比較認知科学の目的と，動物の心を調べる
ための研究法について解説がありました。その

高校生のための心理学講座
＠帝京科学大学

帝京科学大学教育人間科学部幼児保育学科 准教授

旦　直子（だん　なおこ）
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私の出前授業

Profile─
慶應義塾大学大学院社会学研究科後期博士課程単位取得退学。博士

（心理学）。東京大学大学院総合文化研究科特任研究員，帝京科学大
学こども学部児童教育学科講師を経て，2013年より現職。専門は発
達心理学。著書は『赤ちゃん学を学ぶ人のために』（分担執筆，世界
思想社），『ベーシック発達心理学』（分担執筆，東京大学出版会），『公
認心理士スタンダードテキストシリーズ12　発達心理学』（分担執筆，
ミネルヴァ書房）など。

うえで，最もヒトとインタラクションしている
動物種であるイヌとネコの社会的知性を探る研
究が，個体の認識，視線・注意の認識，信号
の認識という3つの視点から多数紹介されまし
た。「飼い主の声を聞くと飼い主の顔を思い浮
かべる」，「ヒトの表情が分かる」，「ヒトの指差
しを手掛かりにエサを探せる」など，イヌとネ
コに共通する研究結果が示された一方で、「イ
ヌはエサが取れず困った場面ではヒトを見るが
ネコは見ない」など，種間で異なる結果も紹介
され、受講者の興味をひいていました。いずれ
もイヌとネコそれぞれの特性をふまえたうえで
の解説がなされており，非常に説得力がありま
した。受講者は，身近な動物の様々な研究結果
から，その心を探る面白さと有意性を感じたの
ではないかと思います。

4 時限目：「社会心理学」
（帝京大学・大江朋子先生）

　講義の最初に，社会心理学とは社会，文化，
その場の状況などの影響を研究することで心の
仕組みに迫ろうとする学問であるという説明が
なされました。その後，ふだんから行っていて
も気づきにくい情報処理に焦点を当てた研究を
紹介しながら，好意，敵意，援助，攻撃などが
生まれる仕組みについて解説がありました。本
講義では，「人は置かれた状況によって容易に
加害者にも被害者にもなる（スタンフォード監
獄実験）」，「武器が近くにあるだけで攻撃的に
なる（武器効果）」，「まわりに人がたくさんい
るほど人助けしない（てんかん発作の実験）」，

「所属集団へのラベルづけが個人への反応を変
える（ステレオタイプ）」など，様々な実験が
紹介されました。受講者は，ひとりで考え決め
ていると思っている行為の背後に，自分をとり

まく社会環境とのかかわりが大量に潜んでいる
ことに気づいたのではないかと思います。

5 時限目：「発達心理学」
（帝京科学大学・旦直子）

　本講義は，発達心理学の中でも特に乳児期
の発達を中心に行われました。初めに，大人と
言葉でやり取りできない乳児の心を心理学がど
のように解き明かしてきたのかについての方法
を説明した後，それを使って分かってきた「赤
ちゃんが見ている世界」について概説しまし
た。「視力はどれくらい？」「色は知覚している
のか？」といった感覚・知覚の発達，「物理法
則はわかっている？」「数を理解している？」「テ
レビと現実を区別している？」といった認知の
発達，さらに「他者の心が分かる？」といった
社会性の発達について取り上げ，それぞれ具体
的な研究例を中心に解説しました。さらに，最
近研究例が増えてきた生理指標を用いた測定法
や胎児期の研究についても紹介しました。

　講座後のアンケートでは，「面白かった」
「もっと勉強したくなりました」「視野が広がっ
た」など，講座全体に対して肯定的なご意見
を多くいただいた他，「○○心理学についてす
ごく楽しい経験ができた」「△△心理学に興味
を持ちました」といった個々の講義分野につ
いての感想もたくさんいただきました。また，

「様々な視点であったり，考え方が違っていて，
とても興味深かった」「自分の最も関心のある
分野がわかってきた」など，心理学の各分野の
違い・特徴について理解が進んだという感想も
見られました。進路選択のための情報源として
も多少なりとも役立ったのであれば，企画者・
講師として大変嬉しく思います。
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個性を伸ばすにはどうすれば良いですか。
慶應義塾大学文学部 准教授

平石　界（ひらいし　かい）

Profile — 平石　界
東京大学大学院総合文化研究
科博士課程退学。東京大学，京
都大学，安田女子大学を経て，
2015年4月より現職。博士（学
術）。専門は進化心理学。

　春ですね。「心理テスト好きです！」と目
をキラキラさせてる新入生にYGテストを実
施しつつ「まぁ今はビッグファイブだけど
ね」としたり顔で解説してたら「誠実性が一
番いいんですよね！（高橋ら, 2011）」なんて
微妙に詳しそうな反応とか「5 って数字に意
味はあるんですか？」なんて素朴で手強い質
問とか食らって「立体視が面白くて進んだ道
がなんでこうなった」と涙しているあなた，
Conscientiousness ってスペル難しいですよね。
せめて誠実な回答をとググったら困った。米国
では見られる誠実性（C）と収入の相関が，世
界銀行が世界中から集めたデータだと別にそ
んなことない（Laajaj, 2018）。てゆうかCの項
目（例「課題に取り組む時は慎重にやります
か？」）が他の次元に入っちゃうとか普通にあ
るし（スリランカ，ガーナなどの皆さん「そ
れって開放性」）。それなのにインターネット経
由のサンプルなら米国のパターンが世界中で再
現されるしで訳がわからない。それでも心を強
くボリビアの無文字社会でビッグファイブ尺度
に回答してもらった論文を読むと「そもそも5
つもないでしょ」なんて無慈悲にもほどがある

（Gurven et al., 2013）。
　なんで5つ見つからない社会があるんでしょ
うね。Smaldinoさんたち（2019）は言いまし
た。社会にニッチが少ないとパーソナリティ次
元も少なくなるんじゃないか。ニッチを「生き
方」と意訳してみましょう。もし世の中に「外
向的で開放的で協調的で神経質でだらしない
生き方」と「内向的で開放的で協調的で神経質
で誠実な生き方」の2つしか許されてなかった
ら？　みんな仕方ないのでどちらかを選び，そ
の生き方に自分を染めるでしょう。すると人々
の違いが明確なのは「外向的かつだらしない−
内向的かつ誠実」という軸だけになる。逆に生
き方が100通りもあったら，人々の違いを表現
する軸（次元）も多くなるはず。
　理屈は分かるけどホントかね。シミュレー

ションしてみました。コンピュータの中に仮想
ニンゲンを1000人作ります。仮想ニンゲンたち
の「個性」は50の行動特性で表されます。50
項目の心理尺度への回答が，その為

ひととなり

人になる
感じですね。さて仮想社会で許される生き方

（ニッチ）が2つだったら，仮想ニンゲンの行動
特性は何次元にまとまるだろうか。10，50，100
だったら。ニッチが少なければ個人差の軸も少
なく，多ければ多くなる予想だけど，果たして
シミュレーション走らせて因子分析したらそう
なった。すばらしい。拍手。そこ！「その因
子って何を表しているんだろう？」とか空気読
めない質問はしない！　構成概念と心理尺度を
愛する心理学徒としての矜持をお願いします。
　ところでご質問の件ですが，実はニッチが増
えると各特性の分散も大きくなってました。個
性を伸ばしたいなら多様な生き方のできる社会
を作れば良いってことで，激しく納得感。でも
個性はどっちに伸びるのだろう。いえね，ぜん
ぜん違う筋からの話が気になって。データにエ
クセルの操作ミスを発見して論文を取り下げた
研究者の鑑がいるとの噂を耳にして，ご本人の
ブログを読んだんです（Laskowski, 2020）。社
会性蜘蛛のパーソナリティ変化を扱った論文の
話で，既視感あるな，と思ったらSmaldino論
文の第2著者さんなのでした。そしてエクセル
の操作ミスって噂は間違いで，もっときな臭
い。共同研究者から受け取ったデータにあり得
ない値の反復が見られたとか，謎のデータシー
トが見つかったとか，関係各位の抑制的な態度
を尊重しますがしかし。個性を伸ばすのは良い
けれど，分散だけ大きくしたら，裾は右にも左
にも伸びるものねぇ。
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ワ フーク ライ
バランス

私の

本企画の第4弾は，阪神・淡路
大震災での非日常的生活の中
で，ワークライフバランスの大
前提としてのインフラの重要性
や日々の役割行動を柔軟にする
ことの大切さを痛感された，ク
リニック勤務の鳥居潤先生です。

　「24時間戦えますか」という
CMが流行っていた1989年に，神
戸にある精神科クリニックにアル
バイトで働き始めました。1993
年から常勤職員になり，現在に
至っています。私が「ワークライ
フバランス」に向き合うことに
なったきっかけは，1995年1月17
日に起こった阪神・淡路大震災で
す。職場の施設は半壊でしたが，
直後から使用できました。私が住
んでいたアパートは損壊がひどく
てとても住める状況ではなく，し
ばらくの間職場で寝泊まりをさせ
てもらいました。地震発生直後
は「ワークもライフも一瞬で消え
去ってしまうのか」と思っていま
したが，なんとか「食う寝るとこ
ろ」は確保できました。
　職場では，PTSDに対応するべ
く，「震災後こころのストレス相談
センター」という名称で1月29日
から24時間電話相談および避難
所の訪問を開始しました（写真は
電話対応している当時の私です）。
活動を開始した頃は，「24時間戦
う世界に迷い込んでしまった？
こんなのできないよ」と思ってい
ました。「助けてください」「手
伝ってください」というFAXを
全国の精神科医療機関や精神保健
関係機関に送ったところ，それに

呼応したボランティア200名以上
が参加してくださり，1996年3月
31日まで継続しました。
　震災直後，施設は使用できると
いってもすぐに使えたのは電気と
電話のみで，ガスや水道は止まっ
ていました。水道が復旧するまで
の間，職場から歩いて5分ほど離
れた公園へ水を汲みに行かねばな
りません。静岡から来た中年の女
性看護師が水汲みの仕事を手伝っ
てくれました。「女性に重いもの
をもたせてしまってすみません。
でも，助かりました」と私が伝え
ると，「自分ができることをした
だけ。それに重いっていうけど，
近所の農家さんから野菜や果物
を分けてもらって，畑から家まで
持って帰るほうが重いわよ」と返
してくれました。しばらくして水
道が復旧し，毎朝の水汲みから私
は解放されました。「自分の活動
の量・質・時間はインフラによっ
て決められている」ことを痛感し
ました。そして，私が勤務先近く
に「住むところ」を確保できたの
は，地震発生から3 ヵ月後。これ
でワークとライフを分けることが
ようやく可能になりました。
　ある時，東京から来た若い男性
医師が「昼食にパスタを作る」と
自分から言いだしました。「避難
所を回診するために神戸へ来た医
者に，料理を作らせるのはいかが
なものか」という思いがありまし
たが，「絶対作る」という彼に押
し切られ，作ってもらうとすごくう
まい。「専門店オープンできます
よ」と大絶賛したら，「こんなに喜

ばれると思わなかったな。鳥居さ
んも被災者でしょ。被災者が笑顔
になるお手伝いはやりがいがあり
ます」と笑顔で話してくれました。
　福岡の経験豊かな男性心理士
は2週に1回のペースで半年にわ
たって，24時間電話相談を手伝っ
てくれました。もちろん職場か
らの指示もあったでしょうが，同
僚・担当しているクライエントの
理解やご家族の協力があったから
こそ，支援活動を続けてくださっ
たのだと思います。
　「自分ができることできないこ
とを区別する」「自分ができない
ことは周りの人や専門家に助けて
と言う」「できることは積極的に行
動する」「相手の役に立っている
という実感が持てるとやりがいに
つながる」「周囲に理解を得る努
力を惜しまない」を学びました。
また，女性だから男性だから看護
師だから医師だから年上だから年
下だからと考えている自分に気づ
かされました。「狭い了見を持っ
ていることを認め，そこから抜け
出す」も大切です。これらがワー
クライフバランスを保つ秘訣かも
しれないという気がしています。
　2019年にドラマ「わたし，定時
で帰ります。」が話題になりまし
た。今の職場は，「定時で帰るこ
とができる」状態です。「24時間
戦えますか」から30年。大きく
時代は変わっています。ワークラ
イフバランスを安定させるには ，

「定時で帰ることができる労働環
境」が初めの一歩ではないかと震
災の経験から実感しています。

阪神・淡路大震災の経験から
精療クリニック小林 常勤カウンセラー

鳥居　潤（とりい　じゅん）

Profile ─
1993年，神戸大学大学院文学研究科心理学専攻修
了。臨床心理士，公認心理師。大学・大学院では
社会心理学を学び，職場で心理療法や心理検査に
関する知識と技術を学ぶ。

男女共同参画推進委員会企画
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こころの
測り方

　長らく人の音声と動作の時間構
造について考える研究をしてきた
ので，撮影された映像をどうデー
タ化するかはいつも悩みの種でし
た。2000年代にマックス・ブラ
ンク心理言語学研究所の言語学セ
クションで開発された「ELAN」

（Lausberg & Sloetjes, 2009）は，
この悩みを解決してくれる理想的
なソフトウェアです。行動分析
のみならず，簡単なインタビュー
おこしから，映画・アニメーショ
ンの分析まで，そしてゼミや研究
会，リフレクションなどさまざま
な討議の場面で意見やアイディア
を映像・音声と紐づけるのに利
用でき，しかもフリーウェアで，
Macintosh, Windows, Linuxの い
ずれの環境でも動きます。すでに
映像・音声を詳細に記述する必要
性にかられている研究者には，と
にかく試しに使ってみることを
お薦めします（https://tla.mpi.nl/
tools/tla-tools/elan/）。
　では，映像とELANを用いた行
動の記述法にはどのようなもの
があるのでしょう。以下では，行
動研究の代表的な方法として，時
間を等間隔に区切って行動を評定
していく方法と，行動の開始時刻
と終了時刻を記述する方法を簡単
に紹介します。それぞれにおい
てELANがどのように活用でき
るかは，ELANのオンライン・マ
ニュアルや細馬・菊地（2019）を
ご参照ください。

時間サンプリング法
　行動分析ではしばしば，時間を
一定間隔（たとえば5秒，1分な
ど）に区切って，それぞれの区間
になんらかの評定をつけていく

「時間サンプリング法」を用いま
す。この方法はもともと，野外観
察を主とする動物行動学（エソロ
ジー）の分野で発達してきまし
た。心理学でも，単位時間あたり
のコミュニケーションの質を評
定する手法（Bakeman & Quera 
2011）や，応用行動分析でクライ
アントの動きを数秒ごとに評価し
て数値で表す手法（Cooper et al. 
2019）に応用されています。
　映像や音声記録にも時間サンプ
リング法は使えます。この場合
は，記録を等間隔の単位時間に区
切り，単位時間ごとに一つの評定
を行います。幸い，ELANには，
データのタイムラインを指定した
単位時間で区切る機能が備わって
いるので，映像を見ながら簡単に
評定作業を行うことができます。
人によって評定の結果が異なる場
合は，複数の評定者を設けて「観
察者間の一致度（たとえばCohen
のκ）」を測定しますが，ELAN
にはこれを計算する機能も備わっ
ています。時間サンプリングを用
いて刻々と変化するコミュニケー
ションを，どんな尺度を用いてど
う評定していけばよいのかについ
ては，非言語コミュニケーション
研究（たとえばManusov, 2005）
ですでに確立された方法があるの
で参考にするとよいでしょう。

行動の開始点・終了点を記述する
　映像や音声が記録されている
場合は，行動がいつ始まりいつ終
わったかを正確に記述できます。
相互行為分析など，コミュニケー
ションの微細な過程を問題にする
分野では，一つ一つの行動の開始
点と終了点をコーディングしてい

く方法が主流です。ここでは現在
よく使われている「ジェスチャー
単位」と「ジェスチャー・フェー
ズ」（Kendon, 2004）の考え方に
基づきながら，行動の開始点・終
了点を記述する方法（細馬・菊
地，2019）を紹介しましょう。
　ごくおおまかに言って，わたし
たちの腕や手は，比較的ある姿勢
で落ち着いているときと，あちこ
ち動かしているときとがありま
す。落ち着いているときの姿勢に
は，腕組み，頬杖，あるいは両腕を
だらりとさげたり膝の上に置いた
りといった具合に，いくつか典型
的なものがあります。これらの姿
勢のことを「ホーム・ポジショ
ン」あるいは「レスト・ポジショ
ン」と呼びます。わたしたちの動
作は，いわばレスト・ポジション
から始まりレスト・ポジションに
終わる短い旅と考えることができ
るでしょう。この短い旅のこと
を，「ジェスチャー単位」と呼び
ます。ただしジェスチャー単位
は，必ずしも前と同じレスト・ポ
ジションで終わるとは限らず，さ
まざまなポジションへと移行して
いく場合もあります。
　ジェスチャー単位はさらにいく
つかの「フェーズ」に分けるこ
とができます。フェーズには，大
きく分けて，動きのあるフェーズ

（動作）と動きのない一時停止の
フェーズ（ホールド）の二つがあ
ります。フェーズは，動作の方向
や速度が不連続になる部分で区切
ります。たとえば，腕を振り上げ
て下ろすとき，わたしたちの腕は
まず振り始めに加速し，中盤で最
も速度を出し，振り上げの頂点に

映像とELANを用いた
行動の分析
早稲田大学文学学術院 教授

細馬宏通（ほそま　ひろみち）
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向けて次第に減速し，頂点で方向
が切り替わります。そこからすぐ
に振り下ろしに向けて加速が始ま
り，中盤で再び最速となり，振り下
ろした先で一時停止します。この
場合，頂点で方向が不連続になる
ので，そこでフェーズを区切って，
振り始めから頂点までを一つの動
作フェーズ，頂点から振り下ろし
までをもう一つの動作フェーズと
し，振り下ろした場所で停滞して
いる状態をホールドとします。
　動作フェーズはさらにいくつ
かに分類できます。動きの中心
となるフェーズを「ストローク

（stroke）」と呼びます。たとえ
ば，腕振りの例では，腕を振り下
ろすとき，頂点から振り下ろした
いちばん下のところまでが「スト
ローク」にあたります。長い動作
では，いくつかのストロークが連
続することもあります。
　ストローク・フェーズの前後
には「移行（transition）」の動作
フェーズが挟まることがしばしば
あります。たとえばレスト・ポジ
ションからいきなりストロークに
入るのではなく，いったん腕を軽
く振り上げて，それから勢いよく
ストロークに入るときがありま
す。このように，静止状態からス
トロークの開始点へと移行する
ときの動き（たとえば振り上げ）
を「準備（preparation）」と呼び
ます。一方，ストロークの終了点
からレスト・ポジションに戻ると
き，腕や手が急にそれまでの勢い
を失ってゆっくり動くように見え
ることがありますが，こうした移
行の動きを「復帰（retract）」と
呼びます。
　ジェスチャー単位によっては，
準備や復帰を欠き，いきなりスト
ロークで始まるものやストローク
で終わるものがあります。また，
軌道があいまいなものもありま
す。ストローク以外のあいまいな

フェーズは「その他の移行」とす
ればよいでしょう。以上のフェー
ズをどこまで細かく分類するかは
分析の目的や動作の性質によりま
す。少なくとも「レスト」「動作」

「ホールド」の3種類のフェーズ
について行動の開始点・終了点が
記述できていればよいでしょう。

その他の
移行／X復帰／R準備／P

移行ストローク
／S

ホールド
／H動作

身体動作

レスト
／O

ジェスチャー
単位

　フェーズの開始・終了点が記
述できたら，次に各フェーズの性
質を記述していきます。一つの
フェーズを一つのジェスチャーに
分類する方法としてはEkmanと
Friesen（1969）の分類がよく用
いられます。彼らは「言語に伴い
やすい自発的なジェスチャー」を

「イラストレーター」と呼び，バ
トン（特に意味はない，手を周期
的に動かす，リズムをとる）・イ
デオグラフ（なんらかの思考の経
路を表す）・指示（なんらかの対
象に対する指し示し）・空間的動
き・キネトグラフ（実際のからだ
の動きを真似る）・ピクトグラフ

（対象の形を描く）の六つに分類
しました。
　エクマンとフリーセンの方法
は，一つのジェスチャーを一つの
分類に落とし込むためのものです
が，ジェスチャー研究者のMcNeill

（2005）は，一つのジェスチャーに
は重層的な意味があり，さまざま
な「次元」について，その性質を
考えるべきであると主張していま
す。こうした「次元」を時間軸に

沿って記述するには，一つの動作
フェーズに対して，複数の注釈を
行うソフトウェアが必要ですが，
実はこれを実現してくれるのが，
ELANなのです。
　これまでMcNeillの主張するよ
うな次元の記述はとても手間がか
かるため必ずしもポピュラーでは
ありませんでした。しかし，いま
やELANのようなソフトウェア
の登場によって，行動の多様な側
面を時間軸に沿って記述する研究
が増えつつあるのです。
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この人をたずねて

■白井先生へのインタビュー

─現在の研究についてお聞かせ
ください。
　赤ちゃんの知覚発達，特に動い
ている視覚刺激に対して赤ちゃん
がどう反応するのか，という運動
視の研究をしてきました。10年ほ
ど前に新潟大学に就職して発達
の研究室を立ち上げてからは，赤
ちゃんの他に，幼児や小学生くら
いのお子さんの知覚・認知発達の
研究もしています。最近ではAR

（Augmented Reality，拡張現実）
を使った発達研究もしています。
ずいぶん変わったことをやり始め
たね，と言われることもあるので
すが，自分のなかでは一貫してい
るつもりです。ある意味，運動視
やそれと関連した空間知覚の研究
の延長で，現実の空間に人工情報
が混ざった時に，子どもがそれを
どう認識し，行動するのかを知り
たいと思い，ARの研究を始めまし
た。まあ，自分がゲームが好きだ
から，というのもありますが（笑）。
─ご自身の研究テーマに至った
きっかけを教えてください。

　中央大学の山口真美先生が知覚
発達研究室を立ち上げるタイミン
グに，学生として立ち会った，と
いうのが大きなきっかけです。ま
た，どのような情報処理の結果，
私たちが今見たり感じたりしてい
る世界があるのか，そうした仕組
みがどのようにしてできるのか，
というのが気になったんですね。
そういう経緯で知覚発達に興味を
持ちました。運動視については，
同じ刺激に対して解釈次第では，
環境の動きにも自分の動きにもな
りますし，動物全般にとって基本
的で重要な知覚というのもあっ
て，いろいろ考える切り口として
良いのではないかと思って始めま
した。その後，就職した頃，当時
の赤ちゃん研究者は，「こんなに
小さい子でも○○ができる！」と
いう華々しい報告を競っているよ
うなところがあったと思うのです
が，その一方で，幼児期以降の知
覚発達はあまり顧みられていない
ように思ったんですね。実際，幼
児期以降に知覚がどう成熟してい
くのかを定量的に調べた研究はか
なり少ないんです。でも，運動視

一つ取ってみても，高校生くらい
までいろいろ変わるんですよ。な
ので，知覚のような基礎的な能力
がどう成熟していくのかを調べる
のも大事なのではと思い，現在は
幼児や小学生を対象にした研究も
行っています。
─今までで一番思い入れのある
ご研究は何ですか。
　身体運動発達と視覚発達の関連
を調べた研究ですかね。ハイハ
イの発達に先立って拡大・縮小
のオプティックフロー（身体が前
後に動いたときに視野に生じる
視覚的な動きのパターン）への選
好が変わるということを見つけま
した。伝統的な発達心理学の考え
方は，身体を動かす能力が先行し
て，その後，視覚が変化していく
という感じだと思うのですが，そ
の逆の発達パターンもあるという
研究です。もともと修士の頃から
拡大・縮小フローの研究をしてい
たのですが，1，2 ヵ月児でも拡大
フローに対して回避的な動作をす
るという古典的な研究がたくさん
あって，業界的には「今さらオプ
ティックフローの発達研究？」と
いう雰囲気があったんです。で
もしつこく実験をやっていくと，
どうやっても生後3 ヵ月頃にオプ
ティックフローに対する知覚が大
きく変わって，その後発達が停滞
する時期があることがわかりまし
た。それがどうしても不思議で，
就職してから縦断研究で発達を調
べ直したところ，ハイハイができ
るようになる1 ヵ月前から，前進
と関連の深い拡大のフローに対す
る選好は変わらないのに，後退と
関連する縮小のフローに対する選
好が下がるという，予想と完全に
違う結果がでました。ハイハイで
きるかできないかの赤ちゃんは，
もぞもぞっと動いて後ろに行って
しまうことがあります。後ろに下
がると縮小のフローが起こるはず

新潟大学人文学部 准教授

白井　述 氏

インタビュー
川口ゆり



37

この人をたずねて

ですが，そこで縮小のフローに対
する視覚選好を相対的に下げるよ
うな動機づけ・メカニズムがあれ
ば，縮小のフローが起こったとき
に直前の身体運動が強化されな
い。逆に拡大に対する選好が相対
的に高く維持されていれば，動い
たときに拡大のフローを強化子に
して前方向への身体運動が強化さ
れやすくなる。こういうことを繰
り返して，ハイハイなどの移動行
動の発達が促進されるのかもしれ
ません。これは，面白い結果だと
思いましたし，自分が10年越しで
調べてきたことの一つの到達点と
いうか，マイルストーンとなるよ
うな研究でした。
─研究するうえで気をつけてい
ることは何ですか。
　研究がなんとなくルーチーンに
なってきたらワークライフバラン
スを見直すようにしています。研
究を「しなければいけないこと」
と思わないように，自分の生活を
プロデュースすることは，研究者
にとって実は大事かもしれないで
すね。やれる研究とやりたい研究
が乖離してしまうとおそらく不幸
せだと思うので，その差分が小さ
い研究者でありたいです。あとは，
知覚・認知発達のラボは日本にそ
れほど多くないので，共同研究は
積極的にやるというのは意図的に
しています。研究も一極集中する
のではなく，多様性があったほうが
良いと思っているので，発達研究
のすそ野を広げるという意味でも，
自分が地道にでも発達のラボを回
していることに意味はあるのかな，
と思いながら研究しています。
─最後に，若手に対するメッ
セージをお願いします。
　今の若い人たちは優秀なので
あまり言うことはないのですが
……。世代とか関係なく，僕たち
と対等に接してくれるとありがた
いなと思います。その上で，若手

に還元したりアドバイスしたりす
る，というのは上の世代の義務み
たいなものですし，自分もそうし
てもらってきたので，僕たちをう
まく利用してもらえればと。あと
は，もちろんいろいろなやり方が
あっていいとは思いますが，僕は
どちらかというと，最先端の華々
しい研究をいろいろやるというよ
りは，地味でニッチなところを研
究しているうちに，いろいろな疑
問がわいてきて深堀りするような
やり方でやってきました。同じよ
うなテーマの研究でも，それぞれ
が思いもよらない仕方でつながる
瞬間があって，なにか新しいもの
が見つかることもあるように思い
ます。そういうやり方も楽しい
ですよ，と伝えたいですね。あと
は，発達の共同研究に興味があれ
ばぜひご一報ください！

■インタビュアーの自己紹介

　インタビューを終えて
　白井先生とは面識はありました
が，ご研究の内容を詳しくお話し
いただいたのは初めてだったの
で，インタビューという慣れない
場に緊張しつつも，楽しみながら
話を伺うことができました。イン
タビュー中は，一言一言，言葉を
選びながら真摯に向き合ってくだ
さるのが印象的でした。決して威
圧的に主張するのではないその口
調に，丁寧に研究を進めておられ
る研究者としてのお人柄が表れて
いると感じました。なかでも，研
究当初はあまり顧みられていな
かった幼児期の身体運動発達と視
覚発達の関連を長年調べた結果，

予測と真逆の結果が得られたとい
うお話に刺激を受け，そういう研
究が自分もできればと思いまし
た。また，誌面の都合上，ARのご
研究については詳しく書けません
でしたが，非常に興味深いもので
した。このような機会を頂いたこ
とに心よりお礼申し上げます。
　現在の研究テーマ
　学部生のころからヒト以外の霊
長類を対象に乳児の視覚特徴に対
する認知を調べています。今まで
ヒトを対象にした多くの先行研
究が，大きな目や小さな鼻や口な
ど，ベビースキーマと呼ばれる特
徴は「かわいい」と感じられ，養
育行動を誘因していることを明ら
かにしてきました。それではヒト
以外の霊長類種も，そういった特
徴に選好を示すのでしょうか。養
育行動はもちろんヒト以外の霊
長類でも見られるにもかかわら
ず，彼らがどのように乳児を認知
しているのかについてはほとんど
わかっていませんでした。アイト
ラッキングを用いた私たちの研究
では，チンパンジーは乳児に対す
る視覚的選好を示すのに対して近
縁種のボノボはそうではないこと
を明らかにし，乳児への視覚的選
好にも種差があることを示しまし
た。今後，共同保育を行うマーモ
セットや母子だけで生活するオラ
ンウータン，乳児の体毛がおとな
と全く異なるルトンなど，様々な
社会システムや乳児特徴を持つ種
を対象に研究を進めていくこと
で，乳児特徴とその認知が霊長類
でどう進化してきたのかを明らか
にしたいと考えています。

Profile─かわぐち　ゆり
京都大学霊長類研究所博士課程に在学中。日本学
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論 文 は「Chimpanzees, but not bonobos, attend 
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Animal Behaviour）など。
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「島根は鳥取の左側です」
　何を分かり切ったことを，と思
う方もいると思いますが，へぇ〜
そうなんだ，きちんと認識してい
なかったなと思う方もいるでしょ
う。後者の方が少し（いや，かな
り）多いかもしれませんね。冒頭
の小見出しはそういった全国の皆
さんの反応をよく分かっている島
根県民が考えた自虐的なキャッチ
コピーです。まずは場所だけでも
知ってもらおうという県民の切な
る願いが込められています。
　しかし，その控えめなキャッチ
コピーとは裏腹に，島根には出雲
大社（国宝・重文），松江城（国
宝），石見銀山（世界遺産）など
の文化遺産や出雲・石見神楽など
の伝統芸能が数多くあり，島根大
学のある島根県東部では「抹茶文
化」が根づき，地域のスーパーや
大学生協の購買部に至るまで抹茶
や茶筅を目にすることができます。
どのお家（時には会社）でも，気
軽に抹茶を楽しんでいるのです。
　また，昔から美しい宍道湖や英
国のように目まぐるしく変化する
天候から芸術家を魅了した土地
でもあり，米誌ランキングで16年
連続日本一位でありミシュランの
三ツ星も獲得している足立美術館

（安来市），質の高い美術館と劇場
の複合施設グラントワ（益田市），
夕日の絶景が有名な島根県立美術
館（松江市）など評価の高い美術
館が多くあるのも魅力です。小泉
八雲も愛した地ですしね。

　このように，島根は実際に住ん
でみると数えきれないほどの魅力
のある土地であり，ただの知名度
が低い地方都市というには勿体な
い場所であることが分かります。
落ち着いていて歴史も文化もあ
り，安全で，適度に便利な街。島
根県の県庁所在地であり島根大学
のメインキャンパスのある松江市
が経済産業省「暮らしやすさ」ラ
ンキングで全国1位となったのも
頷けます。
　私自身も島根に来て3年ほどで
すが，すっかり島根県の魅力の虜
になっています。学生さんが親元
を離れ4年間落ち着いて楽しく勉
学に励む土地としてはかなり適し
た場所だと言えるでしょう。

島大人間科学部で心理学を学ぶ
　人間科学部の心理学コースで
は，専任教員としては，実験心理
学系教員5名，臨床心理学系教員
6名が在籍しています。バランス
よく教員が配置されているため，
学生が様々な領域の心理学に触れ
ることができ，柔軟な思考を身に
着けられるのが強みと言えます。
設備も充実しており実験心理学で
は暗室などの用途別実験室が7つ
あり，脳波計，NIRS，アイトラッ

カーなどの実験機器も揃っていま
す。また臨床心理学でも，箱庭や
砂場などの設備を備えています。
　実験系と臨床系の教員同士も
非常に仲が良く，互いの強みを生
かした共同の授業を立ち上げた
り，協力して研究プロジェクトを
推進したりと情報交換しながら切
磋琢磨しています。この自由な空
気は「心理学」という学問全体
にも良い影響を与えうるものだ
と思いますし，その空気はおそら
く学生にも伝わって，より良い教
育効果につながっていると自負
しています。実際，臨床系に所属
する学生が研究に取り組む際に
も，M-GTAなどを用いてインタ
ビューデータを質的に分析するに
留まらず，自主的にテキストマイ
ニングにかけたり，コード化して
さらに統計分析にかけたりする様
子を目にします。また，実験系に
所属する学生も美しく統制された
実験を追求しながらも単純な平均
値の有意差のみではなく，個人差
を尊重し，そこに生じた現象を質
的にとらえようとする向きがあり
ます。このような議論や発表を目
にするたび，これは島根大学の心
理学教育が実を結んだ結果だろう
と感心しています（自分が学部生
のときはこれほど柔軟には考えら
れていなかったので）。

心理学以外の学問との連携
　実は，島根大学人間科学部自体
は，2017年4月に設立されたばか
りの新しい学部です。「人間の特
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性を深く理解し，人々がその人ら
しく生きることができる社会を実
現してく人材を育成」することを
目的に設立されました。人間科
学部には全部で3つのコースがあ
り，心理学コース，福祉社会コー
ス，身体活動・健康科学コースが
互いに協力しながら研究や教育を
進めています。
　一般の方々から見ると，おそら
く「心理」と「福祉」はどちらも
困った人を助けていそうなイメー
ジを持ち，とても近い領域に感じ
ていると思います。しかしなが
ら，心理学を専門とした方々の多
くは福祉学についてあまり知らな
いのではないでしょうか。実は，
私も人間科学部に着任するまで，
全くと言ってよいほど知らなかっ
たし，もしかしたら知ろうともし
ていなかったかもしれません。で
も，一緒に仕事を進めながら研究
について雑談しているうちに，社
会をシステムとみなし，その改良
を試みる学問であることが自分な
りに理解できるようになりました。
着任前は，福祉学はどちらかとい
うと臨床心理学と近い分野だと
思っていたのですが，集団の動き
や社会システムを扱うため，どち
らかというと社会心理学と相性の
良い学問であるように思います。
　また，身体活動・健康科学コー
スでは，いわゆるスポーツ科学や
医療疫学，衣料・栄養学などの生
活科学などを専門とした先生がい
らっしゃいます。これらの領域は
正直，全く心理学と異なる分野だ
ろうと考えていたのですが，実際
にはかなり共通する部分があり
ました。例えば，スポーツ科学で
は，行動をコーディングしたり生
理指標を用いるという面では非常
に実験心理学に近いですし，疫学
で用いられる統計手法は心理学と
ほぼ同じです。また，衣料・栄養

学などでも主観評定が用いられ心
理学的な側面が研究対象になるこ
ともあります。
　どちらのコースも，興味の対象は
異なるけど手法が似ている，また
は興味の対象は似ているけど手法
が異なるなど，遠からず近からずな
領域・関心の先生方ばかりなので，
新たな発見があり勉強となること
も多く，日々刺激を受けています。
　このような交流は教員だけで
なく，学生間でも生じていると思
われます。というのも，入学後に
各コースの入門的な講義を受け，
1年後期になってはじめてコース
分属を行うため，すべての学生が
各コースの特徴をおぼろげながら
でも理解できるからです。また，
コース分属後も多くの講義は他
コース生に開かれているため，自
分の興味に従って他領域の講義も
どんどん受講することができます

（ある学生は多くの授業でよく一
緒になるため，3年生くらいまで他
コースの子を自コースの子だと勘
違いしていたくらいです）。
　さらに，全コースがかかわる
IPM（Interactive Presentation 
Meeting）という授業カリキュラ
ムがあり，1年生のうちから自コー
スの取り組みを他コースの学生に
紹介する機会を設けています。個
人的にこのカリキュラムの利点の
一つだと思うのは，1年生のうちか
ら自分の主張を補強するために論
文を読むことが当たり前となって
いることです。確かに統計を習う
前でも日本語論文であれば大筋は
理解できますし，分からない統計
用語は自分で調べる学生も多いの
で，統計の予習にもなって良いこ
とだなと思っています。また，高学
年になると自他の専門の違いを理
解して，他分野に対する尊敬の念
が生まれたように感じました。こ
れは，福祉社会学コースの先生が

主催する「オープンカレッジ」と
いう課外活動にも表れています。
そこには福祉だけでなく心理学
コースや身体活動・健康科学コー
スの学生も参加し，自分の強みを
生かしたり，互いに刺激を受けな
がら，実際に学外の方の役に立つ
活動を推進しているのです。この
ような活動の中で培った互いに尊
重できる姿勢も学生が社会に出て
以降も重要であると感じています。

最後に
　島根大学人間科学部の一番の
魅力は何か？ と問われると，そ
れは人間同士の関係性と言えるか
もしれません。どのコースの先生
方も非常に対話的であり権威的な
人が一人もいません。そのおかげ
で，仕事も研究も教育も非常に行
いやすく感じています。人間関係
というものは流動的なものかもし
れませんが，もしかすると現時点
では一番の強みかもしれないな，
とも感じています。なぜなら，互
いに常に情報共有し，協力できる
体制が容易に作れるからです。私
たちが個人や単独の専門ででき
ることは限られています。世の中
はグローバル化，IT化し，ヒトの
ニーズも多様化し，社会の変わる
速度も加速する一方です。そんな
中で，教員も学生も他領域の方々
と協働することを学部の中で身を
もって学べるメリットは非常に大
きいものと思われます。今後も他
の先生方と協力しながら，良い研
究，良い教育を進めて参る所存で
す。皆様，ぜひ一度，島根大学人間
科学部に遊びに来てくださいね！
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Profile─
早稲田大学大学院人間科学研究科博
士後期課程修了。博士（人間科学）。
葛飾区子ども発達センター心理発
達専門員を経て，2011年から現職。
2018年9月より一年間，サイモン
フレイザー大学にて客員研究員を兼
任。専門は臨床心理学。著書は『臨
床児童心理学』（分担執筆，ミネル
ヴァ書房）など。

吊り橋効果で農家になろう！

信州大学学術研究院教育学系 准教授

高橋　史（たかはし　ふみと）

　かの有名な「吊り橋効果」の実
験がおこなわれたのは，一体，ど
こだと思いますか？　正解は，カ
ナダのブリティッシュコロンビア
州バンクーバー近郊にあるキャピ
ラノ吊り橋。観光地としていつも
多くの人で賑わっていて，在外研
究の受入先研究室の院生が観光案
内で連れていってくれたのは良い
思い出です。そこから車で30分
ほどのところにあるサイモンフレ
イザー大学で，在外研究の貴重な
1年間をすごしてきました。
　日本とカナダでは思っていたよ
りも共通点が多かったとは言え，
個人的に感じた両者の違いを挙
げるなら，その最たるものは「働
き方」です。"働く"という行為
を「もっぱら金銭獲得を目的とし
て，自らの時間と労力を切り売り
する行為」と操作的に定義する
なら，サイモンフレイザー大学の
人たちの働き方は本当に必要最
小限です。もちろん，定時の間は
やはりバタバタと忙しそうにして
います。しかし，事務所は定時で
キッチリ閉まって，本当に人がい
なくなります。教員の中には定時
後も大学にいる人がチラホラい
ますが，爽やかな顔をして「もう
ちょっとこの分析がしたいんだ」
とカフェインレスコーヒーを飲み
ながら語り，さて，とシミュレー
ションゲームにのめりこむ子ども
のように再び執筆の世界に戻って
いきます。日本で私がしている仕
事を聞かれて「学内業務，授業，学
位論文指導，臨床，臨床の勉強，英
語の勉強，統計の勉強，執筆……」
と答えると，十中八九，「クレイ

ジーだ」と言われます。環境的に
仕方がない側面もあるとはいえ，
たしかにクレイジーではあります
し，成果に結びついているかと言
われるとそうでもありません。
　自然体の働き方でクレイジー
な成果を上げる彼ら／彼女らの
仕事の仕方は，喩えるなら，共同
経営体の農家です。ひとつの大き
な畑をみんなで耕して，体系的に
時間をかけて畑を育てて，十分に
実ったところで各自の興味に応じ
て収穫する。大きな収穫ができる
までの間は，畑のすみっこに早く
収穫できる小さな種を撒いて時間
をすごす。畑を耕し始める前に慎
重に妥協せずに計画を立てて，研
究が動き始めたら大量の単純作業
をとにかく手間暇かけて愚直に続
ける。たまに「もうやってらんな
い」と愚痴も言いたくなるから，
お茶やお酒を飲みながら談笑する
時間も大切にする。サイモンフレ
イザー大学の研究者とその仲間た
ちは，そんな農家のような研究ス
タイルでした。それは，市場（学
会や学術誌）でお目にかかる成果
物（論文）としても，大規模で良
質なものがバンバン出てくるとい
うものです。その喩えでいくと，
カナダに行く前の私は収穫するこ
とばかりに必死になって，早く収
穫できる種を室内用の小さなプラ
ンターにちょこちょこ植えるくら
いしかしていなかったなと，反省
するばかりです。自宅のプラン
ターという環境しか知らない状態
で市場にある成果物を見ても作れ
る気がしませんが，畑と栽培プロ
セスを自分の目で見てくると，プ

ランター農家なりのやり方を考え
られるようになります。
　2019年9月に帰国してからは，
日本でのクレイジーな毎日に再び
忙殺されています。それでも，農
家のように長期的視点に立って，
新たに介入研究プロジェクトを始
めました。大学に入学してはじめ
て心理学の授業を受けたときの
ような，あのワクワクした気持ち
で研究に取り組んでいます。在外
研究という非日常のワクワクして
いるときに研究をしていたものだ
から「研究＝ワクワク」という誤
帰属をしている，そういう吊り橋
効果もあるかもしれません。バン
クーバーですし。再現可能性問
題で心理学が危機にある中，体を
張って，N=1で吊り橋効果を再現
してきました。おかげさまで今で
も研究に対するワクワクは続いて
いて，受入先研究室のメンバーと
も共同研究で連絡を取り合う良い
関係が続いています。キャピラノ
吊り橋を一緒に渡った院生だけ
がメールの返信をくれないのは，
きっと気のせいです。
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　昭和初期建築の京町家を改修
し，住みだしてから約8年が経過
した。この間の町家取得や改修に
まつわる諸々のことは『京町家を
愉しむ：行動建築学から見る町家
の再生と暮らし』（和泉書院）と
して刊行した。
　京都の景観の一翼を担う京町家
の特色は，格子や，虫

むし

籠
こ

窓
まど

，一文字
瓦などの外観であり，また，火袋

（吹き抜け空間）や，水平と垂直
の梁と柱，座敷と奥庭などの内部
の建築意匠である。とりわけ，座
敷に設えられた座敷飾り（床の間
と違い棚）は，掛け軸や工芸品・
美術品を飾る特別な空間として日
本建築の特徴となっている。この
町家は，こうした特徴と共に，京
都北山の鞍馬石，貴船石，白川石
などの石組みと鎌倉期とおぼしき
古格ある石灯籠を据えた奥庭，床
の間が向かい合わせの形で2個所
に設えられている奥座敷，柱を省
略して「梃子の原理」で軒を支
える桔

はね

木
き

構法が用いられた2階廊
下，筬

おさ

欄
らん

間
ま

と格
ごうてんじょう

天井の本玄関，高
さ約9メートルもある火袋の太い
梁（ゴロンボ）とその上の木組み

（準
じゅんとうさんべき

棟纂羃）など，随所に見所の
ある建物である。
　町家暮らしとは，内部に台所の
神様を祀る荒神棚や伏見稲荷の社
を設け，愛宕神社の護符（火

ひ

廼
の

要
よう

慎
じん

）などを貼り，日々，八百万の
神々に祈り・守られる，自然を敬
い，自然に寄り添う暮らしといえ
る。つまり，季節の移ろいを肌で
感じ，奥庭の植栽の変化と共に，
各季節にふさわしい掛け軸や生け

花，その他様々なものを飾って愉
しむ暮らしなのである。これま
で「好き」で集めてきた江戸期の
絵画や雛人形をそれぞれにふさわ
しい場所に飾ると本当にしっくり
となじみ，より一層，絵や人形が
引き立つように感じられる。ほの
暗い座敷に金屏風を背景に飾ら
れた江戸期雛人形は，その古色と
共に，金屏風が反射する間接の鈍
い輝きによって神々しく見える
し，軸装の江戸絵画は，金襴の表
装裂の反射する，やはり鈍い輝き
によって浮かび上がるように見
える。このように，町家の暮らし
は，谷崎潤一郎『隠翳礼讃』で述
べられた「暗がり」と「翳り」と
いう日本家屋の美を日々実感する
体験といえる。
　京町家は，京都市の平成22年
度の調査によると，市内に約4万
8千軒あったものが約十年を経た
現在では4万軒ほどに減少してい
るという。皮肉なことに，特にこ
こ数年の観光客の増大による宿泊

施設の建設ラッシュが町家の減少
に一層拍車を掛けている。京都市
も危機的状況にある町家の保全に
様々な対策を講じているが妙案は
ないようである。町家が簡単に解
体される理由の一つは，町家の魅
力が十分に理解されていないこと
にあると思われる。このため，町
家の魅力を再発見する試みとし
て，京都市と協力して，「京町家
の室礼」や「京町家で江戸絵画を
愉しむ」などの企画を通してこの
町家を公開してきた。こうした活
動に対して，京都市の「京都景観
賞：京町家部門」で優良賞を受賞
したことや，この町家が京都市の

「京都を彩る建物や庭園」に選定
されたこと，また『京都名所カレ
ンダー 2020』（光村推古書院）に
も取り上げられたことなど，微力
ながら町家保全の一助になってい
るのではと思っている。

京町家暮らしの愉しみ
大阪市立大学 名誉教授

伊藤正人（いとうまさと）

Profile─
1976年，大阪市立大学文学部助手。助教授，教授を歴任し，
同大学名誉教授。専門は学習心理学，行動分析学。著書は

『行動と学習の心理学』（昭和堂），『心理学研究法入門』（昭
和堂），『現代心理学』（編著，昭和堂）など。

町家の夏の室礼（写真提供：水野秀比古）
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　「かわいい」ってなんだろう？　
そんな疑問をきっかけに手探りで
研究を始めてから12年が経ちま
す。道半ばですが，これまでの知
見を整理してみたのが本書です。
　「かわいい」は，私たちの日常生
活に浸透しています。しかし，科 
学的な探究はあまり行われていま 
せん。その理由として，海外では
ごく最近まで「cute」の価値が著
しく低かったことが挙げられま
す。さらに，「cute」と「かわい
い」は同じ意味でもないのです。
本書では，その違いを明確に説明
しています。相違点が分かれば，

　子どもと接していて，意外に思
うこと，驚くことはありません
か？　私にはあります。十数年
間，私が子どもについて研究を続
けてこられた理由の一つは，子ど
もを観察する中で，新たな発見を
するであろう確信がいまだ尽きな
いからです。本書は，そんな確信
を持ち続けている7人によってま
とめられました。
　本書の編者である川上と髙井
は，子どもたちの世界へ分け入
り，その意外な生態を明らかにし
てきた研究者です。「新生児も笑
う」「赤ちゃんのストレスを唾液

海外研究者とのコミュニケーショ
ンがとりやすくなり，日本からの
情報発信も増えていくはずです。
　「かわいい」を実証的に調べら
れると確信したのは，かわいい写
真を見ている人の表情筋活動を電
気生理学的に測定したときでした。
ゆるいテーマを扱うときほど，方法
論は厳密にします。本書のコラム
では，実験法の原理や再現可能性
の問題についても触れました。
　巻末には，これまで国内外で行
われた「かわいい」研究の文献リ
ストを載せました。資料集として
もお使いいただけます。

で測る」といった，2人の味のある
研究がどのような経緯ではじまり，
どのように進められたのでしょう。
本書の随所に，その「研究小史」
が記されています。加えて本書に
は，2人の研究を，5人の著者がど
う評価し，自分の研究に位置づけ，
発展させるかが記されています。
新生児の笑いは胎児やヒト以外の
霊長類の笑いの発見へ，ストレス
の研究は赤ちゃんの嘘泣きの発見
へと結びつきました。
　子ども研究の「これまで」と

「これから」をつなぐバトンとして
の本書を，ぜひお楽しみください。

にっとの　ひろし
大阪大学大学院人間科学研究科教授。
専門は実験心理学，心理生理学。著訳
書はほかに『心理学のための事象関連
電位ガイドブック』（北大路書房），『メ
ディア心理生理学』（監訳，北大路書
房），『感じる（シリーズ人間科学3）』
（共編，大阪大学出版会），『心理学研究
法』（分担執筆，ミネルヴァ書房）な
ど。

きしもと　たけし
聖心女子大学現代教養学部准教授。専
門は発達心理学，比較行動学。著書は
ほかに『社会的認知の発達科学（発達
科学ハンドブック9）』（分担執筆，新
曜社），『他者とかかわる心の発達心理
学』（分担執筆，金子書房）など。

著　　入戸野  宏
発行　化学同人
B6判／ 248頁
定価　本体1,900円＋税
発行年月　2019年6月

編　　川上清文・髙井清子
著　　  岸本健・宮津寿美香・ 

川上文人・中山博子・ 
久保田桂子

発行　新曜社
A5判／ 144頁
定価　本体1,800円＋税
発行年月　2019年9月

「かわいい」のちから
実験で探るその心理

入戸野　宏

対人関係の発達心理学
子どもたちの世界に近づく，とらえる

岸本　健



43

　東京オリンピック開催を間近に
ひかえ，警察など多くの行政官庁
がテロ対策のための準備を進めて
います。一方，われわれ多くの一
般市民は海外で発生しているよう
な大規模なテロがわが国で発生す
るわけなどないと思っているの
ではないでしょうか。しかし，じ
つは日本はテロとつねに密接に関
わってきているのです。たとえ
ば，世界最初の大規模な化学テロ
は東京で発生したものであります
し，国際的なテロ集団である日本
赤軍の出自も日本です。また三菱
重工爆破事件などさまざまな爆弾

　生物は身体器官の制約に基づ
く，閉じられた世界で生きていま
す。ヤーコプ・フォン・ユクス
キュルはこれを「環世界」という
言葉で表しました。例えば，蝶は
紫外線に感度があり，その環世界
に紫外線が存在しますが，同じ環
境でも人間のそれには紫外線は存
在しません。そして，現在のモバ
イル技術やインターネット環境を
考えると，同じ空間やウェブにいて
も，提示される情報が異なり，現代
の私たちは情報という視点でも閉
じられた「情報環世界」に生きて
いると言えます。本書は，一七名

テロも過去には発生しています。
　そもそもテロはなぜ発生するの
でしょうか。この問題については
いままで国際政治学者などによっ
て研究されてきましたが，テロは
個人や人間の集団がある思想に基
づいて行う攻撃行動なわけですか
ら，心理学者もその問題の解決に
は貢献できるはずです。そこで，
我々はテロを理解し，予測し，対処
するための心理学的な研究をさま
ざまな観点から行ってきました。
本書はこのような研究の一つの成
果としてまとめたものです。テロ
理解の一助になれば幸いです。

の研究者やアーティストが，五ヵ
月にわたってこの新しい概念に向
き合い，その中で多様な人々が豊
かに生きるための方法論を探究し
た試行錯誤のプロセスが記されて
います。現在，すべての人に対す
る情報を制御するという考え方は，
機能しなくなっています。では，私
たち自身，そして私たちと情報との
関係をどのように捉えるべきなの
か？　本書には，その問いに対す
る論考だけでなく，問いを共有し
対話するためのユニークなワーク
ショップの数々が記されています
ので，ぜひ，お試しください！

わたなべ　じゅんじ
NTTコミュニケーション科学基礎研
究所人間情報研究部上席特別研究員。
専門は知覚心理学。著訳書はほかに
『ウェルビーイングの設計論』（監訳，
ビー・エヌ・エヌ新社），『情報を生み
出す触覚の知性』（化学同人）など。

おち　けいた
法政大学文学部教授。専門は犯罪心理
学。著訳書はほかに『セキュリティの
心理学』（共著，海文堂出版），『高齢者
の犯罪心理学』（編著，誠信書房），『ア
ンチ・サボタージュ・マニュアル』（監
訳，北大路書房），『意識的な行動の無
意識的な理由』（編，創元社），『ケー
スで学ぶ犯罪心理学』（北大路書房），
『ワードマップ　犯罪捜査の心理学』
（新曜社）など。

共著　渡邊淳司・伊藤亜紗
　　　ドミニク・チェン，緒方壽人
　　　塚田有那・他
発行　NTT出版
A5判／ 184頁
定価　本体1,800円＋税
発行年月　2019年4月

編著　越智啓太
発行　誠信書房
A5判／ 222頁
定価　本体2,800円＋税
発行年月　2019年8月

情報環世界
身体とAI の間であそぶガイドブック

渡邊淳司

テロリズムの心理学

越智啓太
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独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構 
研究開発部 教授

渋井　進（しぶい　すすむ）

大学改革・評価と心理学 Profile─
東京大学大学院総合文化研究科博
士課程修了。博士（学術）。専門は
実験心理学。

　私は大学改革支援・学位授与機
構（以下，機構）という組織の研
究開発部の教員を務めています。
おそらく本稿をご覧いただいてい
る皆さんの多くは，機構の名前を
聞いたことがないでしょう。行っ
ている業務はいくつかあり，大き
く分けると，大学評価と学位授与
の二つの業務で，その基礎となる
研究開発部があります。同じよう
な文部科学省所管の独立行政法人
として，大学入試センターの研究
開発部には，心理の研究者が多く
いるので，馴染みがあるかもしれ
ません。

顔表情の研究から大学評価に !?
　私の元々の専門は顔の表情の識
別に関する実験心理学的研究で
す。表情の心理学の研究を行っ
ている人が，なぜ大学評価の研究
機関へ採用されたのでしょうか。

「評価の訪問調査の際に大学が嘘
をついているのを見抜くためでは
ないか？」とたまに言われること
がありますが，そんな面白い理由
ではありません。おそらくは，既
存の研究枠組みではない新たな分
野である大学評価の研究には，高
等教育を専門とする人材だけでは
なく，多様な人材を確保する必要
があるということと，顔表情の分
析に係る多変量解析で培った，統
計処理に関する知識を持ち合わせ
ていることが評価されたのではな
いかと思っています。

評価とコミュニケーション
　私は鹿児島大学の評価関連部署

にも在籍して
い た の で す
が，大学と機
構で評価に携
わって来た中
で，良い評価
のあり方とは
どのようなも
のか，ずっと
考えてきまし
た。その答え
を得るために
まず，評価を
認知心理学的
な情報伝達のモデルとして捉える
アプローチを行ってきました。大
学と機構の間，さらには大学の中
では本部と部局や各委員会，機構
の中では評価員や事務局などで，
評価の指標やエビデンスとして，
どのような情報が伝達されて評価
の判定がなされるかを可視化する
研究を行ってきました。
　また，評価を通じた改革には，
多くの人の利害が絡みます。大学
の本部や部局の教職員，在校生，
卒業生，政府，一般社会の人たち
など，多様なステークホルダーが
います。例えば，大学の自主・自
律性と政策誘導の関係は，最近の
大学改革の大きなテーマでしょ
う。鹿児島大学にいた際に，評価
を通して改革をする必要性を強く
感じる一方で，長年培われてきた
地方国立大学の良さについても感
じることがありました。良い評価
とは多くのステークホルダーの持

つ，トレードオフする要素を最適
化するように調整することで，大
学の自主性を保ちつつ，改善へ結
びつける評価だと考えるようにな
りました。
　これを円滑に遂行する能力とし
て，心理学的なものの見方が助け
になる時もありますが，ここまで
書いてあまり関係ないとも思え
てきました。相手のことを考え
て，いろんな会議の中で説得をし
て，皆が納得できる落とし所を決
めるのは，心理学を学んで得られ
るスキルとは違うかもしれませ
ん。大学の構成員を説得するため
に，同じ大学人としての他者の立
場を尊重する柔軟性や，矜持が必
要でしょう。ただ，会議で落とし
所を探るべく，顔色を伺っている
時に，私はみんなの表情を他の人
よりも多く見ているかもしれませ
ん。

国際会議出張先のバーレーンにて
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リンクアンドクリエイト ハイブリッドチームF

池田琴世（いけだ　ことよ）

オンラインでも大切なのは，
顔の見えるコミュニケーション

Profile─
元外資系企業勤務。1999年放送大
学卒業，2000年認定心理士取得。
日本心理学会認定心理士の会運営
委員会委員，オンラインファシリ
テーター。特定非営利活動法人日
本ファシリテーション協会会員。

　2016年から当学会の認定心理
士の会の運営に関わらせていただ
いています。
　心理学の資格については，かな
り昔に大学で学士を取った時に得
た認定心理士だけです。その後も
企業に所属しながら，通信教育で
興味のある心理学関連の知識を得
たりしていました。2016年に放送
大学で香取一昭氏（組織活性化コ
ンサルタント。Mindechoe代表）
の授業で「ワールド・カフェ」を
体験して，その魅力に夢中になり
ました。
　ワールド・カフェは会話を中核
プロセスとして，組織やコミュニ
ティ，社会を変革する「対話型組
織開発」手法のひとつで，リラッ
クスしたカフェのような雰囲気
の中で，少人数の会話を行うこと
により，集まった人といっしょに
なって一つのテーマについて考え
るといった方法です。その香取氏
が2017年からオンライン会議シ
ステムの使い勝手が向上したのを
きっかけにオンラインワールド・
カフェも始められました。
　同時期に認定心理士の会の運営
委員会となり，その中に地方支部
会が形成され，各地方で認定心理
士の会主催のセミナーが開催され
始めました。そこでオンラインを
つかったセミナーを認定心理士の
会で行えないものかと始めたの
が，「Net de 交流！ 認定心理士」
です。
　初回は参加人数5名，インター

ネットへの接続
方法がわからな
いといった問い
合わせから始ま
りました。現在
では日本全国，
世界各地からも
毎 回20名 以 上
の方にご参加い
ただくようにな
りました。現在
はオンラインセミナーは一般的に
なりましたが，2年程先行して認
知していただいたことが，安定し
た参加者数につながっていると感
じています。
　当オンラインセミナーでは一方
的に講義を流す方法ではなく，あ
えて対話型のセッションを取り入
れています。それは内容を理解す
るプロセスにおいて，オンライン
では特にコミュニケーションが
重要な役割を果たすことを，先の
香取氏の状況を見ていて，知って
いたからです。オンラインで画面
の中に映る相手の顔を見ながら会
話をすることは，実際の状況とは
同等にはなりませんが，十分にコ
ミュニケーションが形成されてい
る様子をセミナーを通じて実感し
ています。それは参加者のアン
ケートによっても確認できます。
　認定心理士の多くは大学，学校
関係とは別の組織に所属されてい
たり，大学を出て以来学問として
の心理学から離れてしまっている
方も多いです。オンラインで気軽

に参加することで以前に学んだ心
理学に興味をもち，さらにその分
野を探究するきっかけになっても
らえたら，そして参加者同士で勉
強会等へ発展してもらえたら，企
画・運営していてこんなに嬉しい
ことはないです。昨年からは，他
の支部会のセミナーをオンライン
でライブ配信しています。
　通信技術の発達により，人のコ
ミュニケーションの方法やコミュ
ニティ形成のプロセスにおいて
も，パラダイムシフトがおきてい
ます。いろいろなご縁で開始した
このオンラインセミナー「Net de 
交流！ 認定心理士」も，今後ど
のように育っていくのか私自身も
楽しみです。オンラインセミナー
でお話ししてみたいという先生方
のオファーも大歓迎です。

参考文献

香取一昭・大川恒 (2017). 『ワール
ド・カフェをやろう：会話がつな
がり，世界がつながる』新版，日本
経済新聞出版社

オンライン配信の様子。右側は筆者。左側は講師の
小川一美先生。
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教育研究担当の仕事から

　今回は，教育研究関係の仕事のうち，講演会
などのイベントについて，その現状と将来展
望，またそこから見えてくる日本心理学会の組
織論についてまで考えてみたいと思います。日
本心理学会が実施している講演会やシンポジウ
ムは，大きく分けて，公開シンポジウム，高校
生のための心理学講座，認定心理士の会が実施
するセミナーの3種類があります。公開シンポ
ジウムは，最新の研究成果を広めるための，一
般向けのシンポジウムであり，完全に公開され
ているものです。2019年度は，社会のための心
理学シリーズ，科学としての心理学シリーズの
2シリーズ，計3テーマ，5会場（東京・金沢，
東京・大阪，東京・（京都））で開催されまし
た。高校生のための心理学講座は，2019年度は
全国14会場，八戸，仙台，新潟，東京，静岡，
愛知，金沢，大阪，神戸，岡山，広島，松山，
別府，熊本，で開催されました。認定心理士の
会によるセミナーは，10都市，旭川，仙台（3
回），東京（3回），上田，富山，（金沢），福井，
大阪（3回，うち1回は中止），広島，福岡，愛
知の合計15回開催されています。高校生，認定
心理士を主たる対象とするものですが，実際に
は完全に公開されており，どなたでも参加でき
るものとして開催しています（上記のうち括弧
のついた京都，金沢，大阪はコロナウイルス感
染の危惧から中止）。
　3種類の講演会は，開催の形態も異なってい
ます。公開シンポジウムは，いわば学会本部直
営，教育研究委員会が直接，企画・運営に携わ
ります。それに対し，高校生講座は，企画を公
募し，つまりは開催してくださる大学に応募し
ていただき，その中から実施する企画を教育
研究委員会で選び，実施していただいていま
す。認定心理士の会のセミナーの場合も，本部
直営ではありませんが，高校生講座とは違う形
になっています。認定心理士の会には，各地域
に支部会があります。現在，北海道，東北，関
東，東海，北陸，近畿，中国・四国，九州・沖
縄の8つの支部会があり，そうした支部会ごと
に認定心理士向けのセミナーが開催されていま
す。支部会の置き方に，ちょっとした工夫があ
ります。本学会の代議員，理事は専門別，地域

別の2つのルートから選出されています。地域
別は，北海道，東北，関東，中部，近畿，中
国・四国，九州・沖縄の7つの地域から選出さ
れています。認定心理士の会の支部会の分け方
と見比べると，選挙の地域のうち，中部が，東
海と北陸に分けられています。これは，中部地
方には，東海心理学会と北陸心理学会の2つの
地域学会があり，それぞれが活発に活動してい
たことから，そうした地域学会の活動と認定心
理士の会の活動をリンクさせることができれ
ば，中部としてまとめるよりも，より活発な活
動が期待できるのではという考えから，このよ
うな形にしたものです。実際に，この施策は効
果があり，北陸支部会では富山，石川，福井の
3県でそれぞれセミナーが開かれており，その
うちひとつ（富山）は，北陸心理学会の大会の
中で開催されています。また，仙台では，3回
のセミナーが開催されていますが，うち2つは
東北心理学会のイベントを認定心理士にも公開
したものとなっています。関西でも，3月に企
画され，中止となったセミナーの他に，第83回
大会（立命館大学）の中で認定心理士向けのイ
ベントを2件開催しました。
　こうした現状を見ると，教育研究委員会が企
画，運営を行っている公開シンポジウムについ
ても，2019年度は東京以外では年間3件ほどし
か開催されていません。ひとつの理由は，学会
本部の委員会，事務局の仕事がパンクしかかっ
ていることにあるように思われます。しかし，
こうした活動も，各地域のエネルギーを生かし
た運営形態に移していけば，さらなる活性化が
期待できるかとも思います。現在，認定心理士
の会には地域の支部会があり，活発な活動が展
開されていますが，本学会には，地域支部会
はありません。会員数8,000の学会でありなが
ら，下部組織はまったくありません。代議員，
理事は，専門分野別，地域別に選出されていま
すが，そのようにして選ばれた代議員，理事の
方々の活躍の場も限られています。そろそろ，
心理学会本体も，専門分野別，地域別の部門，
地域支部会といった下部組織を設け，活動の多
くをそうした下部組織に委ねることを考える段
階に来ているように思えてなりません。

（学術担当常務理事・立命館大学教授 佐藤隆夫）

常務理事会から
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多数のイベントで賑わう認定心理士の会

　私が学生の頃に（勝手に）抱いていた認定心
理士のイメージは「各自で」専門性をもとに
社会とかかわりをもつというだけのものでし
た。研究・教育機関等に所属していない多くの
方は学会に参加する機会も少ないと考えていた
ことに起因するものと思います。しかし，2017
年より認定心理士の会の幹事として参加する中
で，そのイメージは大きく変化しました。2016
年に発足した認定心理士の会は，学会大会とは
別に認定心理士が研鑽を積むための多くのイベ
ントを提供し，会員間でのコミュニケーション
をとりながら交流を深められる会となっていま
す。こうして「各自が」活動するというイメー
ジから，会員がコミュニケーションをとり，「相
互に」作用しながら活動するイメージへと変化
しました。
　そして会員の方々が交流する機会は年々増

認定心理士の会から

「異分野間共同研究」の研究

　日本心理学会若手の会は，「若手会員相互の
交流促進」とともに，「幅広い分野の研究・教
育・応用の融合，社会貢献」をミッションとし
て掲げています。この一環として，異分野恊働
をテーマとした合宿形式の研究会である，「異
分野間恊働懇話会」を毎年開催しております。
会全体として様々な領域の心理学者が集まるこ
とを想定しています。自分の専門外の研究領域
に触れた時，思いがけず自身の研究につながる
気づきを得ることは珍しくありません。参加し
ていただける皆さんにもそのような経験をし
ていただけることを願っております。第5回目
となる今年度の開催は，感染症拡大の危険性を
ふまえ，やむを得ず中止となってしまいました
が，次年度の開催時には多くの皆様にお会いで
きるのを楽しみにしております。
　ところで，このような会を運営しておきなが
ら最近知ったのですが，「異分野間共同研究」

をいかに促進するか，についての研究が実は精
力的に行われているようです。たとえば，研究
成果データベースにおけるテキストの類似性に
基づいて異分野の共同研究者を推薦する方法

（！）の研究（荒木他，2016）など，面白そうな
トピックもたくさんあります。この研究領域も
私にとってはまた「異分野」で，まだまだ研究
動向を追いきれていませんが，異分野間恊働に
おける課題への理解をさらに深め，それを打破
する工夫を盛り込んだ運営ができるといいなと
思っています。
 （若手の会幹事　前田駿太）

文　献

荒木将貴・桂井麻里衣・大向一輝・武田英明 (2016). 研
究成果データベースを用いた異分野の共同研究者の
推薦. 第8回データ工学と情報マネジメントに関する
フォーラム (DEIM2016), E1-3.

若手の会から

えています。2016年度当会はシンポジウム等，
全部で5件のイベントを開催しました。現在
では，北海道，東北，北陸，関東，東海，近畿，中
国・四国，九州・沖縄の各地方支部会による年
2回程度のイベント開催に加えて，オンライン
イベント「Net de 交流！ 認定心理士」が加
わり，飛躍的に交流の機会が増えました。毎月
のように多彩なイベントが皆様に届けられてい
ます。先日私が担当する東北支部会では「こう
いったイベントをもっとやってほしい！」とい
うお言葉を頂きました。大変うれしく，またが
んばろうと思えた次第です。将来的には，幹事
や運営委員に加えて会員の皆様が企画するイベ
ントが増えていくのではないかと期待もしてお
ります。今後もアクティブに，インタラクティ
ブに展開していく認定心理士の会にご指導・ご
鞭撻のほど宜しくお願い致します。

 （認定心理士の会運営委員会委員　河地庸介）
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認定心理士コーナー

1.  認定心理士および認定心理士
（心理調査）について

　令和元年度の第4回目の委員会
（通算第178回）が10月26日に，
第5回目の委員会（通算第179回）
が12月7日に開催されました。こ
れら委員会の結果を受け，認定心
理士の2019年度の初回審査件数
は3,296件，総審査件数は3,379件，
合格件数は3,214件，資格取得者
は2,922名，累計での資格取得者
は62,819名となりました。また認
定心理士（心理調査）について
は，初回審査件数は63件，総審査
件数は83件，合格件数は54件，資
格取得者は49名，累計での資格取
得者は152名となりました。
2.  認定心理士資格審査に係る認

定料および審査料の改正
　1月の理事会（メール審議）に
て，昨年10月からの消費増税に対
応し，認定心理士資格審査に係る
認定料・審査料の金額を見直しま
した。認定料・審査料ともにこれ
まで消費税は学会が負担してきま
したが，増税に伴う事業経費の増
加に対応するため，審査料および
大学申請料についてのみ，消費税
分を値上げすることが決まりまし

た。この4月から当分の間，審査
料および認定料は以下の通りです

（いずれも消費税込）。
⑴ 認定心理士の審査料は11,000
円，認定料は30,000円とする。
⑵ 認定心理士（心理調査）の審
査料は16,500円，認定料は35,000
円とする。
⑶ 認定心理士（心理調査）の審
査料について，大学が団体割引制
度を選択し，以下の大学申請料を
納めた場合は，個人の審査料を
11,000円とする。
・ 20名以下の申請の場合 大学申

請料110,000円
・ 21名以上の申請の場合 大学申

請料220,000円
3.  シチズン・サイエンスプロジェ

クトと社会連携セクション
　日本心理学会は，認定心理士の
皆様と研究を行い，これからの心
理学を共に創り上げることを目
的に，シチズン・サイエンスプロ
ジェクトを行っています。現在進
行しているプロジェクトは，「潜
在的連合テストによる『ジェン
ダー』−『科学』ステレオタイプ
の測定」です。研究プロジェク
トに参加し，データを取得したら

「結果」をクリックして，皆様が
得たデータを入力してください。
得られた結果は日本心理学会が解

析し，論文発表，学会発表を通じ
て公表します。新たに「災害碑発
掘プロジェクト—災害の記憶を未
来に届けるために—」も始まり
ます。また，日本心理学会第84回
大会では「第2回 社会連携セク
ション」を開催し，認定心理士の
皆さんにポスター発表をしていた
だきます。認定心理士として実践
していること，心理学について日
常生活で感じていること等々ご発
表ください。
4.  「認定心理士の会」について
　認定心理士の交流と研鑽の場を
提供すべく「認定心理士の会」企
画セミナー・シンポジウムの広報
を改善しました。新たに配信を希
望される方，あるいは配信先変更
や配信停止を希望される方は，認
定心理士登録番号をお書き添え
の上，日本心理学会 会員管理担当

（jpakaiin@psych.or.jp）までご連
絡ください。「認定心理士の会」に
は，認定心理士の方ならどなたで
もご入会できます。会費は当面無
料ですので，入会希望の方は，jpa-
ninteinokai@psych.or.jpまで，件名
を「認定心理士の会入会」とし，
認定番号，氏名，電話番号，E-mail
アドレスをお知らせください。
（ 資格担当常務理事・久留米大学

教授　津田　彰）

今回の特集では「顔」という一つのテーマに
関して，四つの異なる側面から興味深い最新
の研究動向について寄稿いただきました。

「顔」の持ついろいろな側面が工夫に富んだ
研究手法でどんどん明らかにされている様子
が実感できたかと思います。同じ一つの研究
テーマでも，様々な角度から，バラエティに富
んだ手法を用いて，独創的な研究が次々に生
まれていることが，まさに心理学という学問
の間口の広さ，懐の深さを示していると思い
ます。 （漆原宏次）
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